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序 文

情 報 処理 研 修 セ ンタ ー で は,コ ン ピ ュータ の 普 及 に対 応 し て,シ ス テ

ム工 学,シ ス テ ム分 析,さ らに情 報 処理技 術 に 関 す る教 育が ヨー ロッパの

大 学,研 究 機 関 等 で どの よ うに行 なわ れ て い る か,そ の 教育 の実 情 と教

科 内 容 につ き調 査 す るた め,昭 和51年]0月 に調 査 団(団 長 東 京 大

学 教 授 森 口繁一 氏)を 派遺 い た しま した。

こ の報告 書 は,調 査 の 成 果 を と りま とめた もの で あ ります が,調 査 内

容 の 一 部 は 別 個 に入 手 し た資料 と共 に 「海 外 の 情 報 処 理技 術 者 認 定制 度

に 関 す る実 態 調 査」 と し て報 告 させ て い た だ きま す。 この報 告 書 が,上

記 問 題 に関 心 を もつ方 々 の ご参 考 に なれ ば,幸 い で あ ります 。

調 査団 の 派遣 に際 し,ご 協 力 い ただ いた訪 問 先 の方 々,ま た,ご 多忙

の 中 を団長 と して調 査 に ご参 加 い た だ いた森 口繁 一 氏 に厚 くお 礼 申 し上

げ ま す。

昭 和52年3月

三{ミ翻 、微 諦 鯉 開発協会㌃ξ轍 響 ア:・i

[lil.1_....,tlillL-tatZ;・z-一,iiri.t.一 一"

(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

所 長 山 内 二 郎
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ま え が き

1976年10月9日 か ら 同 年11月1日 まで,下 記4名 が ヨー ロ ッパ に お け

る情 報処 理 教 育 の実 情 を視 察 した。

森 口 繁 一(東 京大 学)

有 山 正 孝(電 気 通信 大 学)

吉 沢 正(山 梨 大 学)

赤 尾 嘉 治(情 報 処 理研 修 セ ンタ ー)

本 報 告 は国 別 日程 順 に記 述 してあ り,最 後 に総 括 お よび提 言 が添 え て あ る。

訪 問先 には 国別 を示 す英 字 を含 む コー ド番 号 を付 け,資 料 番 号等 は訪 問 先 コー

ドに小 数 部 を付 け て表 し て あ る。 これ らの 資料,な らび に旅 行 中購入 した 図書

はす べ て情報 処 理 研修 セ ンタ ーに保 管 し て閲 覧 に供 す る こ とに な って い る。

ご用 とお急 ぎの方 も,ぜ ひ巻 末 の 「総 括 と提言 」 は お読 み い た だ きた い。

最 後 に,こ の 有 意義 な旅 行 を 企画実 行 され た情 報 処 理 研 修 セ ンタ ーお よび関

係 当 局,さ ら に現 地 でい ろい ろ お世 話下 さったJETROそ の他 の 関係 の 方 が た

に感謝 の意 を表 す る。

(調 査団を代表 して) 森 口 繁
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U1

イ ギ リ ス

10-11-(月)

15:00～17:00

NationalPhysicalLaboratory

(NP.L)

Nationa1Physica1LaboratoryのDivisionofComputerSci-

enceを 訪 問 し,M.Woodger氏,D.W.Davies氏 と 懇 談 す る 。NP.L.は 英

国 産 業 省(DepartmentofIndustry)の 下 に あ る 研 究 所 で,科 学 の 研 究 を

産 業 と 結 び つ け る 役 割 り を 負 っ て い る 。 現 名]0部 門 か ら な り,情 報 処 理 の 関

連 部 門 と し てDivisionofComputerScienceとDivisionofNumerical

AnalysisandComputingカsあ る 。 研 究 所 の 性 格 上,教 育 の 面 に は 関 与 し て

い な い 。 研 究 所 の あ るTeddingtonは,Londonの 南 西 約20km,Waterloo

駅 か ら 電 車 で 約30分 の 閑 静 なbedtownで あ る 。

Woodger氏 の 話

・Woodger氏 はIFIPTC2WG2.1に お け る 活 動 を 通 じ て 日 本 で もそ の 名

を 知 ら れ て い る 。 氏 か ら ま ずNPLに お け るComputerScienceの 分 野 で

の 活 動 全 般 に 関 し,ま た 氏 の 最 近 の 研 究 テ ー マ に つ い て 説 明 を 受 け る(U1.

1).

・DivisionofComputerScienceは1965年 頃MathematicsDivis-

ionを 改 組 し て 発 足 し た も の で,他 にDivisionofNumericalAnalysis

andComputingが あ るo

・ 現 在 研 究 所 が 力 を 入 れ て い る テ ー マ の 一 つ はdigitalnetworkで あ る 。

所 内 で もdatacommunicationnetworkを 作 っ て 使 用 し て い る 。Post

officeが 中 心 と な っ て 推 進 し て い るExperimentalPacketSwitched

Service(EPSS)は2年 ほ ど 前 か ら 始 ま っ たprojectで あ る 。 ま た ヨ ー

ー7一



ロ ッ パ 全 体 で の 国 際 的 なprojectと し てEuropeanInformaticsNet-

work(EIN)が あ るo

・ 最 近 手 が け た 研 究 テ ー マ はprotoco1の 研 究 とdatabaseの 研 究 で あ る
。

一 そ の 例 と し て 菌(fangi)の 性 質 に 関 す るdatabaseのd
emonstration

を 見 学 し た 。

・ 現 在 進 行 中 の 研 究 は ユ ー ザ とdatabaseと のinterfaceに 関 す る も の

で,ユ ー ザ に プ ロ グ ラ ム を 作 ら せ な い で,予 め 用 意 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 示 し

て ユ ー ザ は そ の 中 か ら 自 分 の 必 要 な も の を 選 択 し さ え す れ ば よ い よ う に す る

こ と を 計 画 し て い るd

Davies氏 の 話

・DivisionofComputerScienceの 現 在 の 主 要 な 研 究 対 象 はnetwork

に 関 す る 分 野 で あ る 。U1.2)

・BritishPostOfficeに 対 し て はdatagram(種 々 の 端 末 と 計 算 機 の 間

の 交 信)の 機 能 に つ い て の 提 案 を し て い る(U1 .5)

・ 衛 星 通 信 の 利 用 は 未 だ 実 験 的 段 階 に あ り
,NP.L.と し て は 関 係 し て い な い 。

と の 分 野 に つ い て はUniversityCollegeLondonのKirstein教 授 が く

わ し い 。 彼 はARPAnetworkのLondonのnodeを 世 話 し て い る 。

・ 開 発 途 」二国 の た め のcomputer・networkに 関 す る 仕 事 がIFIPTC6

でPouzin氏(IRIA)を 中 心 と し て 進 め ら れ て い るo

・man-machinesystemの グ ル ー プ の 最 近 の 興 味 あ る 成 果 と し て は
,医

師 の 問 診 を 計 算 機 に 代 行 さ せ る 研 究 が あ る(U1.3,U1.4)

・ 言 語 認 識 の グ ル ー プ で は
,飛 行 機 の パ イ ロ ッ ト が コ ッ ク ピ ッ ト で ス イ ッ チ

を 手 で 操 作 せ ず に 声 で 操 作 で き る よ う に す る こ と を 研 究 し て い る 。

・LASERDisplay/Plotter-Laser-ScanLtd製 のHRD -1
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LASERDisplay/Plotterを 使 用 し て い るoこ れ はAr.レ ー ザ ー 光 を 計 算

機 で 制 御 す る 反 射 鏡 で 反 射 し,フ ィ ル ム に 感 光 さ せ て ハ ー ド コ ピ ー を 作 る もの

で あ るoス ポ ッ トの 径 は20μ 以 下,数m/sの 速 さ で ス キ ャ ン す る 。 精 度 は

非 常 に よ い(U1.7)。

N.C.C.に つ い て

・ 高 級 プ ロ グ ラ マ(highlevelprogrammer)の 教 育 な い し 勤 労 者 の 再

教 育 はNationalComputingCenter(N.C.C.)が 責 任 を 持 っ て い る 。

N.C.C.は50%政 府 出 資 の 組 織 で,入 門 書 ・教 材 の 作 製 と 講 習 会 等 の 開 催

が そ の 任 務 の 一 つ で あ る 。 例 と し て]976年 秋 の コ ー ス 開 催 予 定 を 表U11

に 示 す(U1、6)。 所 在 地 はmanchestero
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表U1,1

NCCCoしLrseProgramme(TheJournal∩fUKNatinnal

Nn.3Aug.1976p.6よ り 抜 華)

CnmputingCentreVol・2・

ourse
SystemsAnalysis&Design
(residentia1)

On-・LineConcep七s

DataCo㎜unica七ions

(residentia1)

DataBaseConcep七s

Da七aBaseDesign

ProgrammerEfficiency

SecurityforComputerSys七ems

F工LETABPrograrnrning

FILETABLanguageLeve1

CORAL66PrograrnTning

ConceptsforManagers

Standard8inOpera七ion8

S七ructuredProgrammin9

NewCourses

F工LETABAdvancedTechniques

ManagingWi七hComputers

Dates
Sept13-24
Nov1-12
Dec6-17

Sept28-29
Nov16-17

Sept6-17

Sept7-8

0c七19-20

Nov30-Decl

Sept19-23

0ct4-8

Nov=L5-19'

Sept14-15

Dec7-8

0ct26-27

Sept9-・10

0ct7-8

0ct28■ ■29

Nov18-19

Dec9-10

Sep七7-10

0ct26-29

Dec14-17

Sep七27-Octl

Nov29-Dec3

0c七5甲6

Nov.,23`24

Sep七28

Nov16

Dec14

Sept21-23

Nov.9-11

Sept28-29

0c七26-27

Nov30-Decl

Nov29-Dec2

-]0一

enues

(Mid=Lands)
(Midlands)
(Midlands)

(Manchester)
(London)

(Midlands)

(Manchester)

(London)

(Manches七er)

(Manchester)

(Manchester)

(Manchester)

(1、ondon)

(MancheSter)

(Manchester)

(London)

(Manchester)

(London)

(Manchester)

(London)

(1、ondon)

(Manchester)

(London)

(Manchester)

(Manches七er)

(Manches七er)

(ManchesPer)

(Manchester)

(London)

(Manchester)

(London)

(Londori)

(London)
(Manchester)
(London)

(Manehester)



U1 NationalPhsicalLaborator U1.1～Ul◆7

Ul.1 NationalPhysicalLaboratory,Anoしltlineofthework,

Departmentof工ndustry,1975.

U1.2 Bibliographyofthevariouspublieationsandinternal
workingpapersproducedbymem.bersoftheNPLData
Communication.sGroup,Jan.lg76.

Ul.3 C.R.Evansetal.:SomePreliminaryExperimentsinthe

UseofaProgrammableVideotapeRecorderasanAutomated

Histρry-TakingDeviceinaChestClinic,NPLReport

Com73,Marchl974.

U1.i; C.R.Evanseta1.:AnAutomatedMedicalHistory-Taking

ProjectwithVideotape工nterviewingofImm:lgrant

PsychiatricPatients,NPLReport79,Aprill975.

Ul.5 C.M.Solomonides:AProposalfortheAdditionofthe

DatagramFacilityintheC.C.工.T.[1].DraftRecommendation

X25.

U1.6 TheJournalofUKNationalCOmputingCenter,Aug.1976,
Vo1.2,No3.

U1.7 HRD-1LaserDisplay/Plotter出 力 例
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U2

イ ギ リ ス

10-12-(火)

11:00～]7:00

Cambridge大 学

(UniversityofCambridge)

著 名 なM.V.Wilkes教 授 の 指 導 の も と で,秀 れ た 計 算 機 教 育 と研 究 を 行 な

っ て い る 計 算 機 研 究 所(ComputerLaboratory)を 訪 問 し,M.Richards,

N.E.Wiseman,F..Kingの 諸 氏,及 び 昼 食 時 にR.M.Needham氏 と 懇 談 す

る 。 こ こ は,ソ フ ト ウ ェ ア や 理 論 に 比 重 を 置 く狭 義 の 計 算 機 科 学 に 集 中 し て い

るo

制 度

・ 学 部 課 程(Triposと い う)は
.3年 間 で,初 め の2年 間 は 数 学,物 理,化

学 な ど を 履 習 し,最 終 年 に 計 算 機 を 専 修 す る 。

・ 大 学 院 課 程 に 相 当 す る も の をDiplomaと 呼 ぶ
。

・ 講 義 はTriposとDiploma共 通(U2 .1～2),試 験 は 別 に 行 な う(U

2.5～8)。

・3学 期 制(Michaelmas
,Lent,Easterの 名 が つ い て い る),]学 期

は8週 間,1科 目 は1週 に3回(]回1時 間),従 っ て24回 の 講 義 が 通 常

で あ る 。

・ 今 年度Triposは37人(年 令 はほ ぼ21才)
,Diplomaぱ25人(22

～24才)で あ る。

講 義 関 係 資 料

・ 上 記 計 算 機 科学 専 門課 程 以 外 に卒 業 生 の た めの講 義 ,学 部 学 生 の た めの入

門 コー ス,大 学 計 算 セ ン タ ー利 用 者 の た め の コー ス が あ る(U2.]～2)。

・ 資料U2 .3に 各 講 義 の概 要,U2.4に 参考 書 リス ト,U2.5～8に 試験 問
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題 の 一 部 が み ら れ る 。U2.]0～17は 教 材 で あ る 。

施 設

・ 計 算 セ ン タ ー(ComputingService)はIBM370/]65を 使 用 し て い

る 。 コ ア サ イ ズ は3MB(仮 想 記 憶,14disks)。

・ 計 算 機 科 学 の 演 習 用 コ ン ソ ー ル 室 は 上 記 のTS .Sの 端 末(テ レ タ イ プ20台,

キ ャ ラ ク タ ー デ ィ ス プ レ イ3台)が あ る 。

講 義 及 び 演 習

・ 優 秀 な 学 生 を き び し い ス ケ ジ ュ ー ル で き た え て い るo

・ ソ フ ト ウ ェ ア と 理 論 に 重 点 が あ る。

・ ハ ー ド ウ ェ ア は 論 理 的 側 面 を 強 調 し て い る 。

・ProgramminginHighLevelLanguage .

ALGOLW(24講 義 中12回),BCPL(3),COBOL(4),

FOBTRAN(5)の4種 を 教 え る 。ALGOLWとBCPLが よ く使 わ れ て

い る の が 特 徴 で あ るo

〈 演 習 〉

・PracticalClassesandProgrammingAdvice.

演 習 は2学 期 に わ た り 週2回,]回2時 間,初 め の15～30分 が 話 し,

あ と は 適 当 な グ ル ー プ で,助 け 合 い 方 式 で 進 め る 。 グ ル ー プ は 学 生 が 勝 手

に つ く る 。 各 学 生 ご と にsupervisorが つ き,週1～2時 間 の 指 導 を 受 け

るo

TriposとDiploma別 の 演 習 室 と コ ン!一 ル 室(前 述)が あ る 。 内 容 は

高 級 言 語 と ア セ ン ブ リ言 語 に よ る プ ロ グ ラ ム 作 製 で あ る 。

〈 ア セ ン ブ リ 〉

・StructureofComputersandAssemblyLanguage .
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ミ ニ コ ンNOVA-2(core32kw,]6bits,diskcartridge1.25

MW)を 用 い て い るo

前 述 の 演 習 に は ラ イ フ ゲ ー ム な ど4個 ぐ ら い プ ロ グ ラ ム を 作 ら せ る 。

〈 ハ ー ド ウ ェ ア 〉

・IntroductiontoComputerHardware .10gicに 重 点 が 置 か れ て

い るo

演 習 室 見 学

・ 演 習 室 はTripos用 とDiploma用 の 二 部 屋 あb
,そ れ ぞ れ]0人 用 ぐ ら

い テ ー ブ ル が 置 か れ て い る 。 部 屋 の 壁 ぎ わ に 棚 が 作 ら れ て お り,学 生 が 勝 手

に 持 ち 込 ん だ と い う冷 蔵 庫 が あ っ た 。 演 習 室 に 限 ら ず ど の 部 屋 も コ ー ト掛 け

が 室 内 あ る い は 室 外 に お か れ て い る の も 印 象 的 で あ る 。

サ ー ビ ス コ ー ス;〈F.King氏 の 話 〉

・1
,200人 の 学 生 を 対 象 と し,毎 週30～40人 が 受 講 し て い る,と に か

く 管 理 的 問 題 が や っ か い で あ る 。

・4種 の コ ー ス(U2 .2)が あb,午 後 の 時 間5回 を]～2週 間 で 行 な う。

・FORTRANが 主 体(2/3),実 習 はMODULA-]のincoreFORT-

RANで 効 率 的 に 処 理 さ れ る 。 対 話 型 のBASICも 使 用 可 能 で あ る 。

・ 講 義 はTVに よ る の が 標 準 で,大 学 に はAudioVisualUnitが あ っ て

そ の 種 の ビ デ オ テ ー プ を 作 っ て い る 。8～9の 他 大 学 や 海 外(オ ー ス ト ラ リ

ア な ど)の4～5の 大 学 に も 供 給 し て い る 。

研 究

・3～4の 研 究 グ ル ー プ が 作 ら れ て い る 。

・Needham氏,OSのprotectionschemeの 研 究,ComputerAssis-

tedDesign(CAD)の 研 究o

一14一



・Richard氏
,compilerの 最 適 化,コ マ ン ド ラ ン ゲ ー ジ,ミ ニ コ ン に よ

るportableOSな ど の 研 究oBCPLやALGOL68な ど を す で に 開 発 し て

作 っ て い る 。

・ そ の 他,数 式 処 理 の 関 係 でalgebraグ ル ー プ が あ る 。ARPANET(U4

の 項 参 照)も 使 っ て い る 。CAMAL(CambridgeAlgebraLanguage)

やTAYLOR(Taylor展 開 の 数 式 処 理 か ら 常 微 分 方 程 式 の 数 値 解 法 を 行 な

う 汎 用 プ ロ グ ラ ム)な ど を 開 発 し た 。

計 算 セ ン タ ー の 書 籍 部

・ 計 算 セ ン タ ー のBookshopが あ っ て,多 く の マ ニ ュ ア ル 類 を 購 入 し た ほ

か,多 く のExamplesheetsな ど を も ら っ た(資 料 リ ス ト参 照)。
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U2

U2.1

U2.2

U2.3

U2.4

U2.5

U2.6

U2.7

U2.8

U2.9

U2.10

U2.11

U2.12

U2.13

U2.14

U2.15

U2.16

U2.17

U2.18

Universi七 〇fCambrideComuterLaboator

LecturesproposedbytheComputerSyndicate

ComputerScienceTriposandDiplomainComputerScience

Lecturesproposedby七heComputerSyndica七e(con七inued)

Lecturesintendedforgradしta七es

Non-8pecialis七cour6esprimariユyforundergradUates

C'。ur・esf・rusers・ftheUniv・rsityC。mpgtingService

LectureSyllabusfortheComputerScienceTriposand

DiplomainComputerScience,lg76-1977.

UniversityofCambridgeComputerLaboratory

ComputerSclenceBookList1976-lg77

Compu七erScienceTripos,ExaminationProblems(Junel97与)

ComputerScienceTripos,ExaminationProblems(June .1975)

DiplomainComputerScience,ExaminationProblems(June

1974)

DiplomainComputerScierlce,ExaminationProblems(June

1975)

Laser-ScanpresentstheHRD-lLaserDisplay/Plotter

(catalogue)

M.V.Wilkes:Lectureno七esonthenumericalsolution

of'partialdifferentialequations,Marchl973.

B.Landy:Planningthewritingofanassembler,November

lg74.

J.P.Fitch(?):AlgebraicManipulation(Lectureno七es)

M.・Richards=Notestoaccompanythecourse-Progra㎜ing

I、anguageandCompilingTechniques,Aprill975

N・ 耳 ・Wiseman=1・ecturenotesforcourseentitled"Struc-

tureofComputers&AssemblyCodeProgra㎜ing",

MichaelmasTerm1976.

N.E.Wisernan:Lectuセenotesforcourseentitled'IData

Communication",EasterTermlg76.

N.E.Wiseman:LecturenotesforcourseentitledttCom-

pu七erGraphics",LentTerml977.

N.E.Wiseman:Lecturenotesfor'course1,Introduction－

七〇Hardware",MichaelmasTerml975.

UniversityofCambridgeCompu七1ngServic .e:Catalogue

ofDocurnentation
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U2'.]9

U2.20

U2.2]

U2.22

U2.23

U2.24

U2.25

U2.26

U2.27

U2.28

U2.29

U2.30

K.Edgcombe;BasicUseoftheCambridge370/165,

UniversityofCambrideComputingService(UCCS)

December1975

Cambridge370./165ExampleSheets,

M.F.Challis;ALGOLWLanguageSpecification&

progra㎜en,sGuide,UCCSAugust1975

S.R.Bourne,A.P.Birrell&1.Walker;TheALGOL

68CReferenceManual,UCCSFebruary1976

M.Richards;TheBCPLProgra㎜ingManual

UCCS

J.Larmo'uth;SeriousFortnan,UCCS,June1976

J.P.Fitch;CAMELUser,sManual,UCCS,

0ctober1975

J.A.Nelderetal;GENSTAT-AGeneralStatistical

Program,UCCS

J.A.Neldereta1;GENSTATUser,sGuides1～8

UCCS

N.H.Nie,D.H.Bent,C。H.Hull:Spss-Statistical

PockagefortheSocialSciences,McGrawHill

A.C.Norman;TAYLORUSER,SMANUAL

UCCS,1973

P.Stewart:CAMLIBSubroutimeLibnarySpecifica-

tions,UCCS,June1976
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U2.31

U2.32

M.F.Challis;TechnicalReportNo.1

TheJACKDAWDatabasePackage,UCCS.

October1974

J・La・m・uth;『T・
.・h・i・alR・p・ ・tN・ ・2

SchedulingforaShareoftheMachine,UCCS

October1974
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U3

イ ギ リス

10-13-(水)

11:00～17:00

Oxford大 学

(OxfordUniversity)

オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学ComputingLaboratoryを 訪 問 し,J.Stoy氏 か ら

研 究 ・教 育 の 現 状 に つ い て 説 明 を 受 け,そ の 後 同 氏 のarrangementに よ り

CompuingTeachingCentre,ComputingCentre,NuclearPhysics

Laboratoryを 見 学 す る 。 ま た そ の 間,数 値 解 析 のFox教 授 な ら び に た ま た ま

当 地 に 滞 在 中 のWien工 科 大 学Stetter教 授 と 昼 食 を と も に し,懇 談 す る 機 会

を 得 た 。 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 で も情 報 科 学 に 関 連 の あ る 分 野 で の 研 究 は 活 発

で あ る が,学 部 の レ ベ ル で は 専 門 の 学 科 を 設 け て い な い 。 し か し 計 算 機 の ユ ー

ザ に 対 す る 教 育 と い う形 で,す べ て の 専 攻 分 野 の 学 部 ・大 学 院 学 生 の 中 の 希 望

者 に 対 す る 入 門 の た め のintensivecourseを,CompuingTeaching

Centreに 拾 い て き わ め て 効 率 よ く行 な っ て い る 。

ComputingLaboratoryの 概 要

・BanburyRoad45と い うaddressで 探 し 当 て たComputingLabora-

toryは,そ の 名 称 か ら は 連 想 さ れ な い よ う な,小 さ い 前 庭 を も つ 石 造2階

建 て の,ご く普 通 の 住 宅 の 一 つ で あ っ た 。 よ く手 入 れ さ れ た 庭 に 面 す る 客 室

と い う 感 じ の 研 究 室 で,Stoy氏 か ら1時 間 余bに わ た っ てComputer

Laboratoryの 概 要 に つ い て 説 明 を 受 け た 。

・Oxford大 学 で はundergraduateの1eve1で はcomputersci・ence

の 専 門 教 育 を し て い な い 。 そ れ に は2つ 理 由 が あ っ て,第 一 は 当 大 学 に お い

てundergraduateの 教 育 はcollegeが 責 任 を 持 っ てk・ り,す べ て のcoll-

egeの 合 意 が 得 ら れ な け れ ば 新 し い こ と は 始 め ら れ な い と い う 点 で あ る 。
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第 二 は も っ と本 質 的 な 理 由 で,{computing'は 一 つ のdisciplineと し て

3年 間 のdegreecourseで 教 え る よ う に 確 立 さ れ る に 致 っ て い な い と考 え

ら れ る か ら で あ る 。undergraduateの 学 生 にstateoftheartを 教 え

る こ と は し た く な いoprinciple,heartを 教 え る べ き で あ るo

・computingmathematician
,computingengineerの 研 究 活 動 の 中 心

はFox教 授 をheadと す るComputingLaboratoryで あ る 。 こ こ で は

graduateの 学 生 だ け 教 育 し て い る(数 値 解 析 の 講 義 は 除 く)。

・ComputingLaboratoryは 次 の3つ の グ ル ー プ か ら 構 成 さ れ て い る。

1.ComputingService

ICL1906Aを 主 機 と す る 最 大 規 模 の 計 算 セ ン タ ー で あb,全 学 の 研

究 の た め に 無 料 で 計 算 サ ー ビ ス を 行 な う。 カ フ ェ テ リ ア 端 末 と50台 の テ

レ タ イ プ 端 末(110Bd)を 持 ち,ま た4つ の リ モ ー ト端 末 も持 つ 。 教 育

に も 関 与 し て い て 教 授 待 遇 の チ ー フ に 率 い ら れ るComputingTeaching

Centreを 持 つ(後 述)。

2.NumericalAnalysisGroup

Fox教 授 を 中 心 と す る グ ル ー プ で,ComputingServiceの 方 に は あ

ま り 積 極 的 に 寄 与 し て い な い が 毎 年6～8人 程 度 のPhDを 目 指 す 学 生 を

受 入 れ て い る ほ か,学 部 の2年 次 ・3年 次 で の 数 値 解 析 の 教 育 を 受 持 っ て

い る0

3.ProgrammingResearchGroup

1967年 頃,Hoare教 授 に よ りScientific-ResearchCouncilの

基 金 で 発 足 し た 。

現 在 は ス タ ッ フ4人,プ ロ グ ラ マ2人,計 算 機 設 備 と し て はModular

One(corememory56kw,disc2MB,PTR等)と セ ン タ ー の 計
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算 機 の 端 末(4,800ボ ー)を 持 っ て い る 。

ComputingTeachingCentre

い わ ゆ るBarnardReport－ 大 学 にお け る計 算 機教 育 に 関 す る勧告 書

一 に 基 い て 設 置 さ れ た
。FrankPett▲t氏 が 主 任 でundergraduateの 学

生 の]/3位 に 対 し て プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 を 教 え て い るo各 一 週 間 の コ ー ス

でBASIC,ALGOL60,FORTRAN等 を 教 え る 。ALGOL68の コ ー

ス も 開 か れ る 予 定 。VTRを 教 育 に 活 用 し て い る 。 ま た 物 理 ・統 計 学 の 学 生

な ど に は 応 用 的 な こ と も教 え て い る 。MissS.Hockeyは 文 科 系 の 学 生 を 対

象 と す る コ ー ス でSNOBOLを 教 え て い る 。

・ 数 値 計 算 以 外 の お も し ろ い 応 用 の 例 に 次 の よ う な も の が あ る 。

一 歴 史 家Astonは1
,500A.D.以 前 のOxfordの 教 師 全 員 の 表 に 使 っ

てhるo

一 ア ラ ビア 語 の あ る特 定 の前 置詞 の16と お りの使 い 方 の 研 究。

ア リス トテ レス の著 作物 の 研究 。

一 辞 書(1exicon)の 作 成 。

Shakespeareの 用 語 出 現 頻 度 調 査o

美 術 や 音 楽 は ま だ 始 ま っ て い な い 。

計 算 機 利 用 度 の 大 き い グ ル ー プ

・ 核 物 理 学

NuclearPhysicsLaboratoryで は 低 エ ネ ル ギ ー の グ ル ー プ が24MeV

の タ ン デ ム 式 バ ン ・ デ ・ グ ラ ー フ 加 速 器 の 制 御 と デ ー タ 集 収 をPDP-]0を

用 い て 行 な っ て い る 。 ま た,高 エ ネ ル ギ ー の グ ル ー プ は 多 くCERNの セ ンタ

ー の 計 算 機 を 利 用 し て い る が
,泡 箱 写 真 の 解 折 に はPEPR(Precision

EncodedPatternRecognition)と 名 付 け ら れ た シ ス テ ム を 開 発 し て 使
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っ て い る 。 こ れ はPDP-]2のdoubleprocessorを 用 い て 構 成 さ れ

て い る 。 毎 時 数 百 枚 を 処 理 す る 。

-24kmほ ど の と こ ろ にRutherford研 究 所 が あ り,3回 線 の 電 話 線 で

つ な が っ てhるo

・AtomosphericPhysics

衛 星 の デ ー タ 処 理 の 計 算 量 が 多 い 。

・ そ の 他,ハ イ ブ リ ッ ド計 算 の グ ル ー プ,地 理 学 の グ ル ー プ な どの 利 用 度 が 高 い 。

ProqrammingResearchGroupの 研 究

・ 理 論 的 な 研 究(U3 .]ユ,U3.12)

DenotationalSemantics(Strticheyが60年 代 に や っ た)

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 のsemantics-Milne&Strachey:Theory

・fP・ ・g・a㎜i・gL・ng・ ・g・S・m・ntics,Ch・pm・n&H・H(800

ペ ー ジ)が 最 近 出 版 さ れ たo

Parallelismの 問 題 一 プ ロ グ ラ ム の 一一:一一部 の 並 列 処 理 の 可 能 性 を み つ け るo

,,t《compiler -generatOr

・practicalな 研 究

OSに 関 す る 研 究(U3.10,U3.]OA,U3.10B)。

計 算 機 の デ ザ イ ンー 特 に シ ミ ュ レ ー タ を 作 っ てbottleneckを 探 し て 改

良 す る こ と,並 列 処 理 な ど 。

ComputingTeachingCentre

・ 主 任 のFrankPettit氏 ど 昼 食 を と も に し た の ち,セ ン タ ー の 施 設 と講 義

・演 習 の 状 況 を 見 学 す る 。 こ の セ ン タ ー も 古 い 建 物 のr部 を 改 造 し て 使 用 し

て い る が,大 変 効 率 良 く教 育 が 行 な わ れ て い る よ う に 見 受 け ら れ た 。

・ ス タ ッ フ はPettit氏 を 含 め て4人,各 学 科 の 学 生 のmixedclassで 授
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業 を 行 な う。1ク ラ ス は25人 程 度 迄 が 望 ■ し い 。 基 礎 コ ー ス は1日3時 間

で5日 間,3時 間 の 内 訳 は 約1,5時 間 が 講 義 お よ びTV教 材,1.5時 間 が 実

習 で あ る 。

年 間 の 受 講 者 数 はgraduates約400,undergraduates約600で あ

るo

・ コ ー ス と し て は 最 初 の コ ー スFundamentalsofProgramming(U3.1)

の 他,FORTRAN,ALGOL60,ALGOI、68,BASICの 各 コ ー ス,プ

ロ グ ラ ミ ン グ の 技 法 に 関 す る 上 級 コ ー ス(U3.2～3.6)も 開 講 さ れ る 。

教 材 用 にVTR用 テ ー プ を 作 成 し て い る 。 こ れ は 手 も と で リモ ー ト ・コ ン ト

ロ ー ル で き るTVカ メ ラ を 使 っ てPettit氏 が1人 で 製 作 し て い る 由,4台 の

カ メ ラ とMixerを 使 用 し て 録 画 し,Editor(SONY製)を 使 っ て 編 集 す

る 。 こ の 方 法 で1巻20分 の テ ー プ を1日 に2巻 は 作 る こ と が で き,こ の5

年 間 に100巻 余 り も製 作 し た と の こ と で あ る 。 学 生 の パ ン チ 室 の 一 隅 に は

VTRが 置 い て あb,学 生 が ヘ ッ ド ホ ン を 用 い て 自 由 に 利 用 し て 学 習 が で き

る よ う に な っ て い たo

計 算 機 設 備 はModularOne64kw(16bit),disc(5MB×2)

CardReader,LinePrinter,PaperTapeReaderと16台 のVideo

DisplayUnit,別 に こ れ と 結 合 さ れ たPDP-84kwが あ り,更 に 専 用 回

線 でComputingServiceのICL1906A(1/4Mw24bit/w)に 結 ば

れ て い る0

2つ の 教 室 を 見学 し た 。1つ は 大 き な 階 段 教 室 で,mixedclassの 講 義

が 行 な わ れ て い た 。 教 卓 の 後 にTVモ ニ タ ー とVDUが あb,ま た 横 に は 前

記 のPDP-8が お か れ て い る 。tた 多 数 の ハ ン ド ・パ ン チ が 用 意 さ れ て い て,

学 生 は 各 自 の 机 の 上 で そ れ を 使 用 し て い た 。 も う一 つ の 小 さ い 教 室 に は8台
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のVDUが 配 置 さ れ て い た 。

・ComputingTeachingCentreは 最 近 の5ケ 年 位 の 間 に 整 備 さ れ た も の

で あ る 。 文 部 省 式 に 言 え ば 「一 般 情 報 処 理 教 育 セ ン タ 」 で あ る
。

特 長 が あ る と 思 わ れ た 点 は 各 コ ー ス が 短 期 集 中 方 式 で 行 な わ れ る と と で
,

こ れ は プ ロ グ ラ ミ ン グ の 教 育 に は 有 効 と 思 わ れ る 。 こ の よ う な 時 間 割 が 組 め

る の は,オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 が3学 期 制 を と っ て い る か ら で あ ろ う。

NuclearPhysicsLaboratory

・ 伝 統 的 な 古 い 建 物 の 中 に 混
っ て 一 き わ 目 だ つ2棟 の 高 層 ビ ル の 一 つ は 工 学

系 の 研 究 所 で,も う 一 つ がNuclearPhysicsLaboratoryで あ る 。

こ こ で はJ。F.Harris氏 の 解 説 に よ っ て 前 記 のPEPRシ ス テ ム を 見 学 す

る 。 こ の シ ス テ ム は 泡 箱 写 真 の 解 折 に 用 い ら れ て い る が,本 来 の 開 発 目 的 は

そ れ に 限 定 せ ず,一 般 的 な ア ナ ロ グ 記 録 の デ ィ ジ タ ル 化 装 置 の 開 発 とinter-

activegraphicsの 研 究 で あ る 。(U3 .7～U3.9)

PEPRシ ス テ ム はPDP-10に よ っ て 制 御 さ れ るflying-spotCRT

scannerに よ っ て フ ィ ル ム 上 の 線 を 追 跡 し デ ィ ジ タ ル 化 す る 装 置 で
,7年

程 前 か ら 稼 働 し て い る 。 現 在 はHoneywellのDDP-5]6で 制 御 さ れ る

displayに よ っ て4本 の フ ィ ル ム を 同 時 に 処 理 す るPEPR■ シ ス テ ム を 開

発 中 で あ る 。
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U3 OxfordUniversity U3.1～U3.12

U3.ユ FundamentalsofProgramming,Jan.1976,0xfordUnive-rsity
ComputingLaboratory.

U3.2 STADEM-StatisticalDemonstrationProgram,OxfordUniversity,

ComputingLaboratory,ComputingTeachingCentre・

U3.3

U3.4

U3.5

U3.6

NAGLibraryRoutines,ComputinffTeachingCentre.

ProgramStructures,ProgrammingTechniquesSeries,Computlng

TeachingCentre.

TransformationMethOdsinComputing,ProgranmingTechniques

Series,ComputingTeaehingCentre.

AClassificationOfGenerativeSoftware,Progra㎜ingTech-

niquesSeries,ComputingTeachingCentre・

U3.7

U3.8

U3.9

U3.10

Seminars工nteravtiveGraphics,OxfordUniversity,Subfaculty

ofComputation.

P.G.Daveyeta1.=PEPRTechniques

RainCharts,NuclearPhysicsLabOratory,

forReadingMicrofilmed

OxfordUniversity.

C.B.Brookseta1.:PEPR-arandomaccessf'ilmscanning

system,Proc.工nst.ofPhys.Conference,1972,PPl81～186.

JosephStoyandChristopherStrachey:OS

SystemForaSmallComputer,

Laboratory,ProgrammingResearchGroup,

6AnOperating
OxfordUniversity .Computing

Mayユ972.

U3.10A ChristopherStracheyandJOsephStoy:TheTextofOSPub,'

OxfordUniversityComputingLaboratory,Progra㎜ingResearch

Group,Julyl972.

U3.10B

U3.ユ1

ChristopherStracheyandJosephStoy:TheTextofOSPub

[Commen七ary],OxfordUniversityComputingLaboratory,

Pr。gra㎜ingResearchGr。up,Julyl972.

DanaSco七tandChristopherStrachey:TowardaMathematical

SemanticsforComputerLanguages,OxfordUniversityComputing

Lab。ratory,Pr。gra㎜ingResearchGr。up,Augus.t1971.

U3.12 Chris七 〇pherStrachey:TheVarietiesofProgrammingLanguage,

OxfordUniversityComputingLaboratory,ProgrammingResearch

Group,March1973.
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U4

イ ギ リ ス

10-14-(木)

10:00～11:00

UniversityCollege,London

(UCL)

UniversityCollegeのDept.ofStatistics&ComputerScience

にProf.PeterT.Kirsteinを 訪 ね,英 国 に お け るARPANET関 係 の 話 を

伺 う。 大 規 模 な 計 算 機 ネ ッ ト ワ ー ク は 実 験 段 階 を 経 た あ と は そ の 使 途 が 問 題 で

あ るo教 授 自 ら 研 究 者 間 の 情 報 や メ ッ セ ー ジ の や り と り に ど ん ど ん 使 っ て い る

の が 印 象 的 で あ っ た 。

教'育

・ 当 学 科 で は9～10人 程 度 の 研 究 学 生 を 教 育 し て い る が,本 日 は ネ ッ ト ワ

ー ク 関 係 に 話 題 を し ぼ るo

ARPANET

・ こ の]0年 計 算 機 ネ ッ ト ワ ー ク の 研 究 に 従 事 し,てk・ り,UCLで のARPA

Projectは1973年 か ら 始 ま っ た 。 こ の 種 の 大 規 模 な ネ ッ ト ワ ー ク に は い

ろ い ろ な 計 画 が あ る が,と に か く政 治 的 問 題,各 国 間,あ る い は 各 官 庁 間 の

思 惑 が か ら ん で 難 し い 。 資 金 も 十 分 で な い と い う財 政 的 問 題 も あ る 。 こ こ で

はARPAの 英 国 基 地 の 面 倒 を 見 て い る が,英 国PostOfficeのSupport

も 受 けPostOfficeのEPSS(ExperimentalPacketSwitched

Service)と の リ ン ク も 計 画 し て い る 。

現 状

・ 次 頁 に 示 す 図4.1に 従 っ てLondonTIP(TerminalInterface

MessageProcesso.r)の 現 状 及 び 将 来 の 構 想 に つ い て 簡 単 な 説 明 が あ っ

た(帰 り ぎ わ に も ら っ た 資 料U4.1参 照)。
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・ 英 国 内 で は2台 のPDP-9をHostPortと し て各 種 の異 な る計 算機 と接

続 し て い る。 そ れ ぞれ 特 殊 な ソ フ ト的 ハ ー ド的 問題 をか か え て い る。

・ 相 当数 の 共 同研 究 グ ル ー プを組 織 してい る(後 述)。 日本 の フ ァ ク シ ミ リ技

技 術 に興 味 を持 っ てい る。

NORWAY

TIP

PACKET

SATELLITE

NETWORK

LooalHost

Port

Very

DistantHos

Port

PDP・9

A

PDP・9

B

ARPAStuttgart

300-300bps

B!acknestResearch

Centre】,200-1,200

Local

Terminals

2×modem1

1200-75

8×modem2

300-300

!

'

!

!
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!↓

ULCC

CDC6,000.'7,000

CULHAM
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ATLASII
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、
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図4.IschematicofUCLconfiguration-Decemberl975
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計 算 機 室

・Kirstein教 授 の 案 内 で 地 下 の 計 算 機 室 を 見 学 し た
。 図4.1のPDP-9A

とB,Gate,Modemな ど の 配 置 を み た あ と,デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン が あ っ

たo

デ モ ス ト レ ー シ ョ ン

・ コ ン ソ ー ル タ イ プ ラ イ タ ー か ら 簡 単 な コ マ ン ド を 打 つ と
,カ リ フ ォ ル ニ ア

大 学(UCLA)のIBM360/96か ら す ぐ に 応 答 が あ りs教 授 あ て の メ ッ

セ ー ジ が ど の く ら い た ま っ て い る か リ ス トせ よ と い う コ マ ン ド に よ っ て
,た

だ ち に30件 以 上 の リ ス ト が 印 刷 さ れ た 。 そ の 中 の 一 つ の 内 容 を 印 刷 さ せ て

み せ て く れ た 。

・ ま ず 自 分 達 が 使 っ て み よ う と す る 態 度 が 印 象 的 で あ
っ た 。

立 話

・ARPAに つ い て い ろ い ろ な 共 同 研 究 を や
っ て い るoRutherfordLabo-

ratoryのIBM360/]95と の 結 合 で は,Oxford大 学(U3)は じ め 二

三 の 大 学 が 核 物 理 関 係 の 研 究 に 利 用 し て い る 。BLL(BritishLib-

raryLendingDivision)が 中 心 と な っ て20ぐ ら い の 医 学 グ ル ー プ が
＼

集 まb,米 国 のNLM(NationalLibraryofMedicine)の ス タ ッ フ と

情 報 検 索 の 実 験 を し て い る 。Cambridge大 学(U2)のComputerLab-

oratoryのalgebragroupが そ こ で 開 発 し たCAMALな ど をUtah大 学 の

PDP-10に 移 す 作 業 を 行 っ た 。

EIN

・ ヨ ー ロ ッ パ で はEIN(EuropeanInformaticsNetwork)とEN

(Euro-Net)な ど の 計 画 が あ る が,各 国 間 の 利 害 調 整 と 使 途 が 問 題 で あ

る 。 例 え ば ス イ ス はE"INの メ ン バ ー で あ る がEECに は 入 っ て い な い 。
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ド イ ツ は 逆 にEECの メ ン バ ー で あ る がEINに は 参 加 し て い な い 。 い ず れ に

し ろ,安 定 し た 大 口 利 用 者 が つ く か ど う か な ど,目 途 が つ'く の は2～3年 さ

き に な ろ う。

u4

u4.1

－
Pete「T・Ki「stein:UniversityCollegeLondonARPANET

PROJECPAnnualReportlOctober1974-31December

1975,Februarylg76.
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10-14-(木)

11:30～12:30

BirkbeckCollege,UniversityofLondon

BirkbeckCollegeに 移b,R.A.Buckingham教 授 と 懇 談 し た 。 同 教 授

は 英 国 に お け るPolytechnic(工 科 大 学)を は じ め,計 算 機 教 育 の 実 情 に 通

じ て お ら れ る 。Polytechnic(以 下Poly.と 略 す)は 実 務 経 験 を 中 間 に は さ む

サ ン ド イ ッ チ 方 式 を と り い れ て い る 。

Polytechnic

・ 英 国 に はCollegeが 集 ま っ て で き て い る 伝 統 的 なUniversityの ほ か に

10年 前 か ら 応 用 を め ざ す 工 科 大 学Polytechnicが 作 ら れ て い る 。 現 在

30校 あ ま り,Londonに6校 あ るo

特 徴 ・

・Polyは4年 制 で あ る 。2/3は 普 通 の 教 育,1/3がPoly.の 指 導 の 下 で

実 際 の 経 験 を 得 る よ う に 各 企 業 へ 出 る の に あ て ら れ る と い う サ ン ド イ ッ チ 方

式 が 特 徴 で あ る 。 外 へ 出 た と き は 給 与 も 支 払 わ れ る 。

・P,。9,amm・ ・,・y・t・md・ ・ig…,・y・t・m・n・ly・tの 養 成 力:P・ly・

で の 計 算 機 関 係 コ ー ス の 目 的 で あ る 。

InformationSystem

・InformationSystemsと し て 教 え て い る 代 表 的Poly.を 挙 げ る と,

BachelorofScienceとMasterofSci.の 二 つ の レ ベ ル に 分 け て,次 の

よ う な も の が あ るo

BSc:Poly.ofStaffordshire(英 国 で も っ と も 大 き い 計 算 機 科 学 科 を

持 つ)
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BristolPoly(Systemsanalysiscourse)

GlasgowCo1LofTechnology(今 年 か ら)

MSc:Univ.ofAston(Systemsanalysis)

HatfieldPoly(Inf.Systems)

RoyalMilitaryCol1.ofScience(MinistryofDef.,

Inf.systems)

・ こ の ほ かLS .E.(LondonSchoolofEconomics,U6参 照)のDIP-

LOMAがMScの レ ベ ル と し て 特 徴 が あ る 。

カ リ キ ュ ラ ム

・MScの カ リ キ ュ ラ ム はtInternationalCurriculumforInforma－

ti。nSy、t。mD。 、ig。 ・IFIPに よ っ て い る 。 故,N.C.C.*)(N。 ・i。nal

ComputingCentre)の 教 材 に 負 う と こ ろ が 多 い(U6も 参 照 さ れ た い)

NC.C、 の 販 売 物 のCompleteCatalogneを も ら っ た(U5.1)。ltte,NCC、

の コ}ス や 教 材 は ホ ン コ ン,シ ン ガ ポ ー ル,マ レ ー シ ア,南 ア フ リ カ,オ ー

ス ト ラ リ ア 等 に 輸 出 さ れ て い るo

・DataProcessingに つ い て はBCS(英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会)のB.C.S.

DegreeCurriculuminD.P.に よ っ て い るo

企 業 で の 教 育.

・ 英 国 で は 各 種 産 業 ご と のIndustrialTrainingBoardが あ り ,企 業 は

) NCCに つ い て は`ヨ ー ロ ッ パ .vak・け る 情 報 処 理 教 育 等 の 実 態 調

査 報 告 書'(昭 和50年3月,情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー)に 報 告 さ れ

て い る の で,今 回 は 訪 問 し な か っ たSystemAnalysisの6週 間 コ

ー ス を 終 了 し てBasicCertificateを と っ た 老 が す で に6,000

人 に な る と い うo
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基 金fundを 出 し て い て,そ こ で 社 員 教 育 が 行 な わ れ る 。 各 企 業 が 独 自 に

trainingし た け れ ばfundが 返 さ れ るo

・IBMやICLな ど で 行 な わ れ る コ ー ス の ほ か,INFOTECH,ON-LINE,

B.1.S.な ど で の 短 期 講 習 が あ るoEECの 夏 期 学 校CRESTコrス,NATO

の2週 間10日 コ ー ス な ど の 専 門 向 コ ー ス も あ る 。

5U

1
■5U

BirkbeckCollege

TheNatil)nalComputingCentre:ColnpleteCatalogue,
Februaryl976.
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U6

イ ギ リ ス

10-14-(木)

14:00～15:00

LondonSchoolofEconomics

(L.S.E.)

LondonSchoolofEconomicsのDept.ofSystenAnalysisを 訪 問

し,F.Land氏 な ど と懇 談 す る 。L.S.E.は 現 実 的 問 題 へ の 応 用 に 重 点 を 置 い

て い る の が 特 徴 で 理 工 系 の 計 算 機 科 学 とi著 し く 異 な る 。N.C.C.と 密 接 でN.C.C.

の 教 材 の 多 く が こ こ の 教 育 経 験 か ら 作 ら れ て い る 。 な お,RonaldStamper,

RobertDavenport,及 びNobuoIchiraku(武 蔵 大 学)の 諸 氏 が 同 席 され た。

制 度 ・ 特 徴

・ こ・と の 学 部 は3年 制(Polytechnicは4年)で あ る
。 い わ ゆ るCom-

puterScience学 科 がsciencetypeの コ ー ス に 傾 き が ち で あ る の に 対

し,人 間 的 要 素 やmanagementに 重 点 を 置 く新 し い 型 の 教 育 が 必 要 で あ る

と い う 見 地 か ら こ の 学 科 が 作 ら れ て い る 。

・L .S.E.で は 経 済 が 主 流 で あ る が,Computing,Math,Statistics,

OR,SystemAna .lysisの 学 科 が あ り そ れ ぞ れ 秀 れ た 面 が あ る。

・MSc(MasterofScience)で はConversiontype(他 の コ ー ス か ら

の 転 換 型)が 多 く,advancedtypeは30～45%で あ る 。 ま た,す で に 実

務 経 験 を 持 っ て(postexperiencedな)人 も 多 い 。

資 格 試 験

・B .CS.(BritishComputerSociety)で は,情 報 関 係 の 資 格(試 験)と

し てPart1.とPart2を 設 定 し て い る 。L.S.E.のMScはDiplomaと い

っ て い る がPart1に 相 当 す る 。 ま た,L.S.E.はCivilServiceCollege

と 契 約 し て 、6ケ 月 コ ー ス や 特 別 コ ー ス を 実 施 し て い る。 そ の 終 了 もPart1・
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に 相 当 す る 。 政 府 は 情 報 処 理 関 係 者 がBCSの 試 験 を 受 け る こ と を 強 く期 待

し て い る。

・ い わ ゆ る 大 学 のC .S.関 係 が 資 格 試 験 に あ ま り 関 心 を 持 っ て い な い(日 本

と 同 じ事 情 か)の に 対 し,こ こ で は 積 極 的 な 態 度 が う か が え た 。

カ リ キ ュ ラ ム

・ 詳 し い 話 を す る 時 間 は なもか っ た が ,Informationsystemの デ ザ イ ン

と解 析 が 中 心 で あ る。

・ 発 展 途 上 国 か ら も5人 き て い る 。

研 究

・ 経 済 的 ,人 間 的 観 点 か ら の 研 究 が 特 徴 でDiplomaで は 研 究 課 題 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。 次 の よ う な 研 究 例 が あ る;シ ス テ ム の 効 率effectivenes

の 研 究;シ ス テ ム 最 適 化 の た め の 周 辺 機 器 構 成 の デ ザ イ ン;デ ザ イ ン 過 程 の

自 動 化(情 報 シ ス テ ム の 記 述,法 律 向 き 言 語)の 研 究;発 展 途 上 国 で の シ ス

テ ム 設 計(エ ジ プ ト で 実 績 あ り.非 効 率 的 な 行 政 に 問 題 が あ る 。 イ ス ラ エ ル

に 対 し て も期 待 し て い る)。

・Stamper氏 はlnformationinBusinessandAdministration

System,Batsford&Wileyと い う本 を 書 い て い る。 ま た.KitGrin-

dley著SystematicsAnewapproachtoSystemAnalysis-,

McGraw-Hi11が 参 考 に な ろ う。

N.C.C.

・L .S.瓦/NC、C、monographシ リー ズ と し てN.C、C.の テ キ ス ト を 作 っ て い る 。

そ の 他

・Dipl・m・ はIFIP・urri・ul㎜ の 線 に 近 く.1/4'は 統 計 とOR・1/2が

情 報 シ ス テ ム の 分 析 と 設 計,1/4が 組 織 論 で あ る 。
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■

Casestudyは 個 人 的 に は 好 ま'な い 。 も っ と 現 実 的 問 題 に 直 接 あ た っ て

い く ほ う が よ い 。(ス ー パ ー でPOSを 検 討 す る と か,保 険 会 社 で 実 習 す る と

か 。)

計 算 機 はLondon大 学 の セ ン タ に 接 続 し て い るintelligentterminals

を 使 用 し て い る 。

U6 LondonSchoolofEconomics

U6'.1 InternationalFedera一 ComputerEducationForTeache一

tionForInformation rsSecondarySchools.

Processing AnOu口ineGuide.

U6.2
〃 UseOfTheComputer

InTeachingAndLearning

(August1974)
.

U6.3
〃 ComputerEducationForTeache一

rsInSecondarySchools

AimsAndObjectivesInTeacher

Training

(October1972)

U6.4 AReportbyaWorking TheComputerInSecondary

PartyoftheBritish Education

ComputerSocietySchoo一

1sCo㎜ittee

U6.5 Preparedbyworking ComputerBooklistForSchools

.

PartyCoftheBritisI
Aprill976

ComputerSocietySch一

oolsCo㎜ittee
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＼

U6.6 TheComputerJourna1 Reportondegressindata

Vo118No4382～398
■

P「ocesslng

U6.7 TheBrit.ishComputer ExaminationRegulationsFor

Society TheNationalComputingCenter
、

1.TD.BasicCertificateIn
.

SystemsAnalysis1976

U6.8 〃 ExaminationRegulotionsFor

TheNationalComputingCenter

LTD.HigherCertificatein

systemsAnalysisNoJ,1970

U6.9 〃 ExaminationRegulationsAnd
'

Syllabus1976

U6.10 〃 CoursesPreparinglForHnd/Hnc

AwardsInComputerStudies

&

CnaaDegressInC《)nΨuterScience

U6.11 〃 PublicationsLeaflet'No.6

U6.12 〃 TheComputerEducationGroup

U6.13 〃 CoursesPreparingForThe

SocietyExamination

U6.14 .〃 ExaminationsFromTheSociety

Examination
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U6.15 TheBritish Computer Setof ExaminationPapersFor

Society Part 10FThe SocietyExami一

nat
.ion

April 1972

U6.16 〃

."

April 1973

U6.17 〃 〃

'

Apri1 1974

U6.18 〃 ● 〃

April 1975
,

U'6.19 〃 〃

Apri1 1976

U6.20 〃 SetOF ExaminationPapersFor

Part 皿OFThe SocietyExami一

.

natlon
・

Apri1 1972

U6.21 〃 -
〃

Apri1 1973

U6.22 〃 〃 .

Apri1 1974(2部)
'

U6.23 〃 〃

April 1975

U6.24 〃 〃

Apri1 1976
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U7

イ ギ リ ス

10-15-(金)

10:00～17:00

Edinburgh大 学

(UniversityofEdinburgh)

エ デ ィ ン バ ラ 大 学 を 訪 問 し ,DepartmentofComputer'ScienceのMi-

chaelson教 授,Schofield主 任,DepartmentofArtificialInte-

lligenceのBurstall氏 等 と 懇 談,施 設 を 見 学 す る 。 ス コ ッ ト ラ ン ドの 学

制 は イ ン グ ラ ン ド の そ れ と は 異 な り,大 学 のundergraduateの 課 程 は4年 制

で あ り.ま た エ デ ィ ン バ ラ 大 学 で は,ケ ン ブ リ ッ ジ ・ オ ソ ク ス フ ォ ー ド に み ら

れ る よ う なCollege制 は な い の で,日 本 の4年 制 大 学 と 比 較 し や す い 。De-

partmentofComputerScienceはMichaelson教 授 以 下 約20名 の ス タ

ッ フ か ら構 成 さ れ,充 実 し た カ リ キ ュ ラ ム と よ く 整 備 さ れ た施 設 を も っ て い る
。

特 に そ の 豊 富 な 計 算 機 設 備 は 目 を 見 張 る ば か り で あ る 。 一 方Dept.ofArti-

ficialIntelligenceは 比 較 的 小 規 模 で,教 育 の 面 で は 主 と し て 大 学 院,

レ ベ ル を 担 当 し て い る 。

エ デ ィ ン バ ラ 大 学 の 概 要

・ 午 前 中 は ま ず 市 街 の 中 心 部 に 近 いGeorgeSquareに あ るDavidHume

Towerと 呼 ば れ る 建 物 の13階,は る か に 古 城 を 望 む 見 晴 し の よ い 一 室 で

Michaelson教 授 とSchofield氏 か らDepartmentofComputerSci-・

enceに お け る 教 育 を 中 心 に,約1時 間 に わ た っ て 種 々 説 明 を 受 け る。

エ デ ィ ン バ ラ 大 学 は 学 生 約10,000入,大 学 院 学 生1,000～2,000人,教 員

　

約1,000人,研 究 ス タ ッ フ 約500人 年 間 予 算22×10ポ ン ド,内 研 究 費2×

106ポ ン ドと い う 規 模 の 大 学 で あ る 。
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Dept.ofComputerScienceの 教 育

・ エ デ ィ ン バ ラ 大 学 で はComputerscienceのdegreeと し て

(a)honoursincomputerscience

お よ び2つ の 専 攻 に ま た が っ て 履 修 し て 取 得 す るjointdegreeと し て

(b)jointhonoursin

(i)computerscienceandelectronics

(ii)computerscienceandmathematics

(lii)computerscienceandphysics

を 与 え て い る 。jointdegreeを 取 得 す る 学 生 が 多 い 。

カ リ キ ュ ラ ム の 概 要 を 表U7.1に 示 す(詳 細 は 資 料U7.1参 照).授 業

科 目 の 中 で 専 門 科 目 の 占 め る 峰 は.・ ・2年 で 約1/3・3・4年 で は 全 部

で あ る が,上 記(L))のj。i。td。greeを 目 指 す 者 は3・4年 で も1/2は 関 係

す る 他 の 学 科 の 科 目 を 履 修 す る こ と に な る 。 、

1年 で は 計 算 機 に 対 す る は じ め て のaccessと し て 計 算 機 を い か に 使 う

か を 学 ぶ 。 こ の ク ラ ス の 授 業 はGeorgeSquare地 区 で 行kわ れ る が,EMAS

(EdinburughMultiAccessSystem)の 端 末16台 を 利 用 す る 。

2年 以 上 の 教 育 は 約2マ イ ル 南 のTheKing'sBuildingにaS・Lr>て 行k

わ れ る 。2年 で はsoftware,hardware,theoryの3つ の 分 野 に わ た っ て

専 門 化 が や や 進 む 。 こ の 学 年 か ら は 学 科 の 計 算 機(PDP-9kど)を 用 い て

の 実 習 も 始 ま る 。3年 で はhardwareの 実 験 を す る 。 こ れ に はPDP-16

trainingkitが 用 い ら れ,計 算 機 を 組 立 て る こ と,interfaceを 作 る

こ と等 を や る。4年 で は'project'の 外 に10のspecialtopicsの 中 か

ら7つ を 選 択 せ ね ば な ら な い 。 最 終 試 験 で は こ の 中 の5課 目 に つ い て パ ス せ

ね ば な ら な い 。
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・1年 の 科 目 の 受 講 者 は(他 の コ ー ス に 進 む 者 を 含 め て)150人 位
,2年 で

は40人 位,4年 で は15人 位 に な る。

毎 年 数 学 関 係 の 学 科 に 入 学 す る 者 は 約75人 で そ の う ち25人 位 がcompu-

terscieceを 専 攻 し,50人 位 は 数 学,数 理 統 計,数 理 物 理 等 に 進 む 。

・numericalanalysisはcomputerscienceの 不 可 欠 の 一 部 で は な

い が 重 要 な 応 用 分 野 で あ る と い う 考 え 方 を し て い る。

・computerscienceの 教 育 に あ た っ て は 学 生 がcomputerにaccess

す る こ と が 本 質 で あ る と 考 え て い る 。 前 述 の よ う にEMASの 端 末 がMaxweH

Buildingに161)King'sBuildingに20設 け られ て い る ほ か 多 く

のcomputerが 用 意 さ れ て い る 。 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー の 使 用 も有 効 と考 え

ら れ る 。

EdinburghRegionalComputingCenterに は,EMASの た め の

ICL4.752台 と,batch処 理 を 主 体 と す るIBM370/158が1台

あ る 。 な お,後 者 は32のremoteterminalを 持 つregionalnetwork

を 形 成 し て い て.更 に 国 際 ネ ッ ト ワ ー ク に も つ な が る 。 プ ロ ト コ ー ル は 標 準

化 さ れ て い な い(2種 類 併 用 さ れ て い る)。

英 国 の 大 学 に お け るC.S.教 育 と 資 格 試 験 に つ い て

・ 英 国 で 現 在computerscienceの 課 程 を 持 つ 大 学 は24ほ ど あ る。 そ の

中 で もManchester大 学 は 英 国 に お け るhardwaredesignの 中 心 で あ リ

カ リ キ ュ ラ ム もhardwareにweightが あ る 。 し か し学 生 の さ わ れ る 計 算 機

*)PDP11をconcentratorと し て 専 用 回 線 を 通 し て 約2マ イ ル 離 れ

たKing'sBuildingに あ るICL4.75に 結 ば れ て い る 。 授 業 の 状

況 を 参 観 す る こ と が で き た が,学 生 は,時 間 を 区 切 っ て 端 末 を 利 用 し

て い た 。
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を多 く持 って い な い。 これ に対 してEssex大 学 はsoftware寄 りの カ リキ

ュ ラ ムで あ る。

・情 報 処 理 技 術 者 の資格 試験 は,政 府 と して は行 な わ ない(基 本 的 に政府 が 資

格 試験 を行 な うとい う こ とは ない。 た 忘し法 的 な責 任 を伴 う職 種 につ いて は

そ の限 りで ない)が,B.iti・hC・mp・terS・ ・i・ty(B・C・S・)力 獄

験 を行 って い る。 この試験 も公 的 な 目的 には 利用 され てい ない が,特 に プ ラ

イ バ シ ー保 護 に関 連 して今 後 これ を利 用 し よ う とい う考 え も一 部 に は あ る よ

う だ 。

・ 大 学 で はComputerscienceのdegreeを 与 え て い る 。polytechnics

(nonuniversity)の 卒 業 生 に 対 し て は,4年 制fulltimeの コ ー ス の

卒 業 者 に はHigherNationalDiploma,eveningtimeclassな い し

P。,・timeclassの 卒 業 者 に はHigherN・ti・nalCertifi・at・ が 与

え ら れ る 。 更Ua-一 部 のpolytechnics等 で はCouncilforNationa1 コ ロ
AcademicAwards(CNAA)のIfirstdegreeincomputersclence

を 取 得 す る た め の 課 程 が 設 け ら れ て い る 。BCSの 試 験 は こ れ ら の 資 格 ・ 称

号 を取得 できる教育機関で学ぶ機会を持たなかった人々に対する資格試験で

あ っ て,PartIとPart皿 と が あ り,前 者 はHigherNationalDipl-.

omaの レ ベ ル,後 者 はUniversityのhonoursdegreeの レ ベ ル に 相 当

す る も の と さ れ て い る 。

計 算 機 設 備 と ハ ー ド ウ エ ア 実 験

・ 午 后.Mi・h・ ・1… 教RVa伴 ⇔ れ ・D・ ・idH㎜ ・T・werか ら南 へ 約

2マ イ ル,閑 静 な 住 宅 地 の は ず れ に あ るTheKing'sBuildingを 訪 ね,

計 算 セ ン タ ー な ら び にDept.ofcomputerscienceの 実 験 設 備 を 見学 す る。
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ERCC

・TheKing'sBuildingの 一 階 に 大 き な 面 積 を 占 め て い る 計 算 機 室 が

ERCC-EdinburghRegiollalComputingCentre－ で,言 う ま で も な

く 大 学 全 体 に 対 す る 計 算 サ ー ビ ス を 行 な っ て い る が,DeptofComputer

Scienceと し て も大 い に 利 用 し て い る 。

・ こ の セ ン タ ー の 計 算 機 と し て 次 の も の が あ る(U7.13)

IBM370/1581cpu,L5Mb

(バ ッ チ 処 理 専 用)3330デ ィ ス ク装 置 ×12(計2,100Mb)

MT,CR,CP,LP,通 信 制 御 装 置

ICL4.75

(EMAS用*)

ICL2970

1CL2980

NUMAC

1cpu,1Mb十

磁 気 ドラ ム ×3(計6Mb)

ディスク装 置 ×1(700Mb)

RDU駆 動 装置 ×3(22.ξMb)

磁 気 テー プ装 置 ×4

通 信 制御 装 置

CR,CP,LP,PTR等

1cpu,0.768Mb

磁 気 ド ラ ム ×1(計2Mb)

デ ィス ク装 置 く1(700Mb)

通 信 制 御 装 置

CR,LP等

(Newcastleに あ るIBM370/168へ 結 ば れ て い る)

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 中 で も っ と も 多 く 用 い ら れ る の はIMP(ATLAS

autocodeを 拡 張 し て 作 ら れ たALGOL-60に 似 た 高 級 言 語,EMASの シ

*)EMASに つ い て は 資 料7.6～7 .10に 詳 細 の 解 説 が あ る 。 こ れ ら

はComputerJournalvol16No.4以 下 に も掲 載 さ れ て い る 。
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ス テ ム 記 述 用 に 当 学 科 で 開 発 さ れ 広 く 用 い ら れ て い る。 資 料U7.5,U7.11)。

そ の 他FORTRAN,ALGOL-60,PL/1,COBOL,LISP等 。

・EMASはDept .ofComputerSci.とICLと の 共 同 開 発 に よ る も の で,

現 在 はERCCの ス タ ッ フ が 保 守 を し て い る 。85台 ま で の 端 末 を 付 加 し う る

(資 料U7.5--U7.12,U7.16(出 力 例))。

学 科 の 設 備

・PDP-10196K,デ ィス ク装 置(計150Mb)等

PDP-78K,340型CRTdisplay等

こ れ は 上 記PDP-10に 結 ば れ て い てCADの 研 究 に 用 い ら れ て い る。 ゲ

ー ム の プ ロ グ ラ ム も 作 ら れ てfO・ り ,我 々 もSNOOKER,DRAFT4な ど

の ゲ ー ム を 試 み た 。

PDP-158K

PDP-98K

tれ ら の2台 は2年 生 の ア セ ン ブ ラ の 実 習 等 に 用 い ら れ る。

PDP-84KStorage管VDU付

PDP-1112K通 信 制 御 装 置

こ れ は 演 習 用 の 端 末 をEMASに つ な ぐ た め のconcentratorと し て 用

い ら れ る 。

InterdataModel74,Model70,計13台

こ れ ら はIBMS/360と ほs'同 じarchitectureを も ち,し か も 安

値 で あ る た め 教 育 用 に 便 利 の 由,Networkの 研 究 や,従 述 のPDP-16

constructionkitで 組 立 て た1計 算 機1の 制 御 等 に 用 い ら れ る。
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.hardwareの 実 験 に はPDP-16module*を ベ ー ス と し た ト レ ー ナ ー

が 用 い ら れ て い る 。 こ の 装 置 は3年 生 のhardware実 験 の み な ら ず,4年 生

のprojectそ の 他 に も 利 用 さ れ て い る。 パ ッ チ ボ ー ドで 配 線 す る よ う に な

っ て い る が,～ これ を 助 け る た め にArthurと 名 付 け ら れ た 言 語 が あ り.EMAS

の 端 末 か ら 利 用 し てsimulation,debug,布 線 表 の 作 成 等 ま で で き る よ う に

な っ て い る(U7.4)

・ こ れ ら の 多 数 の 計 算 機 の 保 守 は 相 当 の 財 政 的 負 担 で あ る か ら
,ミ ニ コ ン に

っ い て は 保 守 の で き る 技 術 者 を 一 人 お く こ と に よ っ て 経 費 の 軽 減 を は か っ て

い る 。

Dept.ofComputerScienceに お け る 研 究

・ 最 近 の 主 要 な 研 究 テ ー マ は 次 の よ う な も の で あ る
。

oCADグ ル ー プ

Printedcircuitな ら び にchipの デ ザ イ ン(U7.2,U7.3)

－SmithaviationIndustriesやDept
.ofarchitectu－

O

O

O

O

O

reと の 共 同 研 究

コ ン パ イ ラ のportability

OSの 構 造

TSSシ ス テ ムvateけ る 諸 問 題

自 然 言 語 の 処 理

デ ー タ ・ベ ー ス のconcurrentup-dating

*)DEC社 では現 在 す で に製 造 ・販 売 を中 止 してい る
。 日本 国 内 で は

販 売 され なか っ た よ うで あ る。 マ イ クロコ ン ピュー タ に近 い思 想 で作

られ た ものでtcpuの ボー ドが20万 円,メ モ リー カー ドが25万 円

位 の価 格 か ら購 入 で きる よ うな もの で あ った 由(DECJapan調 べ)。
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oプ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 設 計

oシ ス テ ム の 設 計

DepartmentofArtificialIntelligence

・ こ の 日 午 前 中 の 後 半 は ,DepartmentofArtificialIntelligence

のBurstall氏 を 訪 問 し 懇 談 す る 。Burstal1氏 の 研 究 室 は よ く手 入 さ れ

た 小 さ な 庭 を へ だ て て 広 々 と し たMeadowParkに 面 す る,古 風 な 石 造 り の

2階 建 て の 建 物 の 一 室 で あ る。

・DeptofA.1は 約10年 の 歴 史 を も ち ,ス タ ッ フ は6人,post-gra-

duateの 教 育 を 受 持 ち,学 生 は 毎 年5人 位 入 学 し,15人 い る 。 他 の 分 野

で 研 究 を す る 人 材 を 教 育 す る 役 割 り を は た し て い る 由,そ の 点 で は わ が 国 に

も 近 年 い く つ か で き た,い わ ゆ る 横 型 の 大 学 院 に 相 当 す る と い え そ う だ 。

学 生 は1年 目 は 週 に3つ か4つ 位 の 講 義 を 受 け る が,2年 目 以 降 は セ ミ ナ

ー の み で あ る
。ComputerScienceか ら 来 る 学 生 の 他 にPhilosophy,

Psychology,Arts,Humanityな ど のnon-scienceの 経 歴 の 学 生 も 受

入 れ る。 し た が っ て,ま ず プ ロ グ ラ ミ ン グ の 入 門 の 教 育 が 必 要 で,こ の 点 に

mixedclassの 困 難iな 点 が あ る 。

計 算 機 はEMASの 端 末 を 用 い て い る ほ か,(1200ボ ー5回 線,100ボ

ー2回 線)PDP-10をDept .ofComputerScienceと 共 用 し て い る 。

・10才 の 子 供 を 対 象 に し てLOGOの 方 言 を 使 っ て 探 索.学 習,視 覚 な ど の

実 験 を し て い る 。

・ 研 究 テ ー マ と し て は 次 の よ う な も の を 取 り 上 げ て い る 。

otheoremproving

ooperationsresearch

。 自 然 言 語 で 力 学 の 問 題 を 与 え て 解 く
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otheoryofcomputation

Omathematicalsemantics'

oプ ロ グ ラ ム の 正 当 性

oIFIPWG2.3と し て の 活 動(4人 が 関 係)

。 ロ ボ ッ トー3次 元 的 物 体 の 認 識 と1機 械 的 な 手1の 制 御 一

〇 心 理 学 一 特 に ピ ア ジ ュ の 考 え 方 に よ るconceptlearningに 関 す る 研 究 一

〇CAI

。 数 式 処 理 一 数 式 の 積 分 ,式 の 取 り扱 い,消 去 法 な ど

o画 像 解 析 一 ス ヌ ー ピ ー の 例

等(U7.]7～U7.22)o

・ こ こ は 研 究 者 養 成 を 目 的 と し て や っ て い る の で
,就 職 は か な り む つ か し く

な っ て き た 。ScientificResearchCouncilのk・ 金 が 頼 り で あ る。

・ こ の あ と ロ ボ ッ トの プ ロ ジ ェ ク トの グ ル ー プ のAmbler女 史
,PoPPIestone

氏 の 説 明 に よb物 体 を 認 識 し組 立 て る ロ ボ ッ トを 見 学 す る 。 こ れ はTVカ メ ラ

の 目,可 動 テ ー ブ ル,機 械 的 な 手 を 持 ち,Honeywell316ミ ニ コ ン を 介 し

てPDP-10で 制 御 さ れ る シ ス テ ム で あ る。 簡 単 な 形 状 の 物 体 を 識 別 し ,自 動

車 ・船 な ど の 形 に 組 立 て る こ と が で き る。 当 日,PDP-10が 保 守 中 の た め,

動 作 の 様 子 は16mmフ ィ ル ム で 見 た 。 こ の シ ス テ ム の 詳 細 は 既 刊 の 論 文 を 参

∋照 さ れ た い
。

*)A .P.Ambler,H.G.Barrow,C.M.Brow,C .M.Brown,R.M.Burs-

tall&R.J.Popplestone:AVersatileSystemfor

Computer-ControlledAssembly,ArtificialInteni-

genceS(1975)129～156/A.P.Ambler&R.J.Popp-

lestone:InferringthePositionofBodiesfromSpe-

cifiedSpatialRelationships,ArtificialIntelligenc6

6(1975)157～174
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7
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U

U

U7.3

U7.4

U7.5

U7.6

U7.7

U7.8

U7.9

U7.ユ0

U7.11

U7.12

U7.13

U7.14

UniversityofEdinburgh U7.1～U7.22

UniversityofEdinburgh-ComputerScienceDegrees.

A.K.Hope:Applicationofinteractivecornputertechniques

andgraph-theoreticmethodstoprintedwiringboarddesign,

ComputerAidedDesignProjeet,DepartmentofComputerSclence,

UniversityofEdinburgh,july1973.

　コ
BulentDervisoglu:Computeraideddesigntechniquesapplied

tologicdesign,ComputerAldedDesignProJect,Departmentof

ComputerScience,UniversityofEdinburgh,October1973.

A.Anderson,M.A.C.Currie,L.F.Marshall,P.S.Robertson,

B.C.Wilkie:Arthur,Departmen七 〇fCompu七erScience,Univer--

sityofEdinburgh,Octoberl974.

D.J.Rees:Skimp,DepartmentofComputerScience,University

ofEdinburgh,January1974.

H.WhitfieldandA.S.Wight:EMAS-TheEdinburghMul七i-Access

System,DepartmentofComputerScience,Universityof

Edinburgh,Aprill974.

D.J.Rees:TheEMASDirector,DepartmentofComputerScience,

UniversityofEdinburgh,April1974.

G.E.Millard,D.J.ReesandH.Whitfield:TheStandardEMAS

Subsystem,DepartmentofComputerScience,Universityof

Edinburgh,Aprill974..

N.A.Shelness,P.D.StephensandH.Whitfield:TheEdinburgh

Multi-AccessSystemSchedulingandAlloCationProceduresin

theResidentSupervisor,DepartmentofComputerScience,・

UniversityofEdinburgh,Apri11974.

A.S.Wight:TheEMASArchivingProgram,DepartmentofComputer

Science,Universi七yofEdinburgh,April.1974.

P.D.Stephens:TheIMPLanguage&Compiler,Departmentof

ComputerScience,UniversityofEdinburgh,June1974.

J.C.Adams&G.E.Millard:PerformaneeMeasurementonthe、

EdinburghMulti-AccessSystem,Departmen七 〇fComputerScience,

UniversityofEdinbしLrgh,February1975.

Pos七graduateResearchOpportunities,DepartmentofComputer

Science,UniversityofEdinburgh,Januaryl975.

J.工.Davies:TheNodeStandard工nterface,3rdEd.,December

1975.
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U7.15

U7.16

U7.17

U7.18

U7.lg

U7.20

U7.21

U7.22

Estirnatesforthecostofeducatingcomputerscientists,
December1970.

EAMS Output.

J.Darlington&R.M.Burstal1:ASystemwhichautomatically

(1976).improvesprograms,Acta工nformatiea旦41～60

R.M.'Burstal1&J.Darlington:Atransformationsystemfor

developingrecursiveprograms,ResearchReport,Department

ofArtificial工ntelligence,UniversityofEdinburghNo.ユ9,

.42PP・,(1976March)・

J.Da零lington:Asynthesisofseveralsortingalgorithms,

ResearchReport,DepartmentofArtificialIntelligence,

UniversityofEdinburghno.23,39PP.,(1976July)・

ListofPublicationsofMembersoftheTheoryofComputation

GroupoftheDepartmentofArtificial工ntelligence.

ResearchMemorandabyMernbersoftheTheoryofComputation

Group.

J.Darlington:ApplicationsofProgramTransformationto

ProgramSynthesis,Proc.of工nt.Sy皿posiumonProvingand

工mprovingPrograrns,ARC-ET-・SENANS,133～1U4(1975).
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D1

西 ド イ ツ

10-19-(火)

10:00～ ユ6:30

Milnchen工 科 大 学,Leibniz計 算 セ ン タ ー

(TechnischeUniversit亘tMUnchenLeibnizRechenzentrumBayerischenAkademieDerWissenschaften)

!EUM.を 訪 円 し,Dr.K.Samelsonと ライ プ ニ ッ ツ計 算 セ ン タのDr.G.See-

gmlillerと 懇 談 した。T.U.M.の 建 物 は モ ダ ンで これ まで訪 問 した英 国 の 諸大

とは対 照的 で あ る。 情報(Informatik)専 攻 以 外 に副 専攻 を も って い る こ と

や専 門教 育 に徹 して い る こ とが こ この教 育 の特 徴 で あ る。 教 育 に お け る計 算 機

の利 用 状況 は 日本 と同程 度 と思 わ れ る。

計 算 機 産 業

・ 情 報処 理 研 修 セ ン ター に つ い て説 明 した あ と,ド イ ツに おけ る計算 機 産 業

の 実 情 につ い て の話 が あ った。

学 制

・ 日本6-3-3-4に 対 し ,西 ドイ ツは4-9-4制 で高 校 まで が 日本 よ

り1年 長 い。

・ 入 試 制度 な どが 日本 と異 な り,高 校 で 資格 試験 に合 格 す れ ば 大学 入 学 資 格

が得 られ る。 しか し最 近 で は入学 希 望 者 が 増加 して待 た され る こ とが あ る。

一 般 に入学 は しや す い が 卒 業 す る こ とは難 し くT .UM.で も30～40%が 卒 業

しあ とは途 中 で 出て い く。

・2学 期 で あ る
。 最 小8学 期 で卒 業 で き るが実 際 は11.5%が 最 小期 間 で卒

業 で き るに す ぎ ない。

副 専 攻

・ 副 専攻(minor)の 制 度 が あ り,Informatikは5種 類 の 副専 攻(数 学,

経 済,電 子 工 学,法 律,医 学)が あ る。 最 初 の1年 は90%の 学 生 が数 学 を
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主 と し,2年 目 に分 かれ る。 数 学 副 専 攻 は一 番 多 く80人 ぐ らい で始 ま り

50人 ぐらい が 残 る。 経 済,電 子 工 学 が っ つ い て 多 く,医 学 は10人 ,法 律

は4～6人 程度(毎 年)で あ る。

カ リキ ュ ラ ム

・ 講 義 科 目 の名 称 ・時間 数 ・.順序 は資 料D1.1～1.5に 副 専攻 ご とに書 かれ て

い る。 講 義 名 の あ との カ ッ コ内 の数 字 は1週 の講 義 回 数 と演 習 回数 で ある
。

例 え ば(4十4)は そ の順 に講 義4回(1回45分)と 演 習4回 を意 味す る。

・ カ リ キ ュ ラ ム は 専 門 に 徹 し て い て
,い わ ゆ る 教 養 科 目 は な い 。 高 校 ま で が

日 本 よb1年 長 い こ と も そ の 理 由 で あ ろ う が,全 体 と し て 高 度 に 専 門 的 と 思

わ れ る。

Informatikの 入 門(EinflihrungindieInformatik(4十3))で

はBayer,Goos,Bauer,Gnatz,Hil1の テ キ ス ト や 演 習 書 を 使 っ て

い る 。 こ れ は 英 語 に も訳 さ れ て い る 。

・ な お ,テ キ ス ト類 を 相 当 数 購 入 し た の で リ ス ト を 参 照 さ れ た い 。

演 習

・ 入 門 コ ー ス の 演 習 に っ つ い て
.PraxisdesProgra㎜ierenl(1千1)

とll(1+1)が あ り,プ ロ グ ラ ム 理 論 を 含 ん で コ ン パ イ ラ な ど か な り高 度

な と こ ろ ま で を こ な す(資 料D1.6は1と 皿 の ワ ー ク シ ー ト,D1.7は 講 義

資 料 で あ る)プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 はALGOL60,68を よ く使 っ て い る。 ア

セ ン ブ リ言 語 に よ る 演 習 も あ る。

紙 テ ー プ(穿 孔 機20台)tカ ー ド(全 学 の 実 習 用50台)を 使 う。 カ フ

ェ テ リ ア 方 式(入 力 装 置 か ら ボ タ ン を 押 す だ け の 操 作)で 処 理 さ れ る
。 デ ィ

ス プ レ イ は30台 あ り一 部 で 使 っ て い る 。
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他 の 大 学

・45め 大 学 の う ち15にC .S.学 科(Informatik)が あ る 。Aachen,'

Berlin,Bonn,Braunshweig,Darmstadt,Dortmund,Erlangen,

Hamburg,Karlsruhe,Kiel,K61n,Mlinchen,Saarbrδcken,

Stuttgart,Kaiserslautenで あ る。 そ の う ちMUnchenとKerlsruhe

の 学 科 が 大 き い 。Kiel,Saarbr6cken,Bonnな ど は 理 論 的 傾 向 が 強 い

各 大 学 の 考 え 方 は 相 当 に 違 っ て い る。 なk・,開 設 当 初(Milnchenは 早 く,

67/68年 度)は 人 材 を 確 保 す る の に 苦 労 が あ っ た 。 上 記 大 学 に つ い て は

D1.19参 照 。

計 算 セ ン タ ー

・午 後 か ら 計 算 セ ン タ ー を 見 学 し た
。managementdirectorのSeegmil-

11er教 授 か ら 説 明 を 受 け た 。'

・2台 の テ レ フ ン ケ ン の 大 型 機TR440(3
.60/67に 相 当)を 使 っ て い る。

1・5millionbytes,pagingmachine,120-Y30の タ ー ミ ナ ル,2台 の

satellitecomputerと い っ た と こ ろ 。

・2000人 の 利 用 者 で パ ッ チ の タ ー ン ア ラ ン ド15分
,TSSで は2分 ぐ ら い

は 待 た さ れ,か な り 混 ん で い る 。 プ ロ セ ス コ ン ト ロ ー ル へ の サ ー ビ ス ま で は

で き な い 。 来 年1月 に は 機 種 の 更 新 を 計 画 し て い る 。

・ な お
.ミ ュ ン ヘ ン 工 科 大 学 と ミ ュ ヘ ン 大 学(8万 人 の 学 生)の 共 同 利 用 で

あ る 。

研 究

・ 大 き く はOSグ ル ー プ とLanguageグ ル ー プ に わ か れ る
。 そ の 他,グ ラ フ

ィ ッ ク,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン,リ ア ル タ イ ル シ ス テ ム な ど の 研 究 が あ る 。

基 礎 理 論 の 研 究 も さ か ん で あ る 。
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・OSグ ル ー プ は6年 以 上 続 い て お り
,大 規 模OSも 作 っ て き た 。 そ の 評 価 ・

測 定,再 デ ザ イ ン,機 能 要 素 の 検 討,そ の 統 一 を く り か え し て い る。

Languageグ ル ー プ は シ ス テ ム 記 述 用 のASTRAの 開 発 やwidespe-

ctrallanguageLoの 開 発 な ど を 行 な っ て い る 。

・ と く にdatastructureに つ い て は そ の 理 論 的 モ デ ル の 追 述
,特 殊 な

datastructureの デ ザ イ ン を や っ て い る 。

・OSに つ い て はdatabaseと の 関 係
,早 い 探 索,そ の 基 本 算 法,ラ ン ダ ム

ア ク セ ス で の ス ト ラ ク チ ェ ア の 研 究,並 列 処 理 で の 同 期 の 問 題 や ス ケ ジ ュ ー

リ ン グ な ど が 課 題 で あ る 。
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Dl.1

D1.2

D1.3

D1.4

Dl.5
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D1.11

Dl.12

D1.13

D1.lU

D1.15

D1.16

Dl.17

D1.18

Dl.19

TechnischeUniversitatMunchen

Dipl・m－ 工nf。rmatikerDerRichtung,Math・mati・ ・Studien-

jahrl975/76.

Diplom－ 工nformatikerDerRichtung,Elektrotechnik.

Dip].。m－ 工nf・rmatikerDerRichtung,Wirtschftswissenschaften・

Diplom－ 工nformatikerDerRichtung,Rechtswissenschaft.

Diplom－ 工nformatikerDerRichtしmg,Thec:)petischeMedizln.

F.L.Bauer&U.Hi11:PraxisdesProgramrnierens工,1975.●
F.L.Bauer&U.Hill:PraxisdesProg).・a'Lnrnierens■,1976・ ピら
FL.Bauer:AlgorithmischeSprachen工(Uburlgen),1975.

F.L.Bauer:UbungenzuAlgorithmischeSprachen-,1976・

F.L.Bauer:Alg・rithmischeSprachen,3・und4・Kapitel・

TUM1976.

F.L.Bauer:AlgorithmischeSprachen,5・Kapite1,TUM1976・

F.L.B。 。。。、A19。 。ithmisch・Sp・a・h・n,6.und7・K・pit・1

TUMユ976.

F.工 、.Bauer:WasHeisstundwasist工nformatik?TUMl975.

H.Partsch&P.Pepper:AFamilyofrulesforrecursion

removalrelatedtothettTowersofHanoit'problem,TU凹

1976.

F.L.Bauereta1.:Techniquesforproblemdevelopment,

TUM1976.

F.L.Bauer:Progra㎜ingasanevolutionaryprocess,TUM

l976.'

Ub。 。。egi。na1・ ・F…chung・p・ ・9・ …tnエnf・ ・m・tik,B・ri・ht・

uberdieForschungsvorhaben,TUMl976・

BerichtdesSonderforschungsbereichs49Elektronische

Rechenanlagenundエnf。mationsverarbeitungMunchen・

1976.

Studien-undForschungsfUrer工nformatikAusgabel974.
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D1.20

D1.21

D1.22

DL23

Dl.24

D1.25

D1.26

D1.27

D1.28

D1.29

TechnischeUniversit泡M6nchen

Personen-undVorlesungsvetzeichnis

Wintersemester

RudolfBayer,

Springer-Venlag

RudolfBayer,

Springer-Venlag

WinfriedHahn;

Springer-Verlag

PeterDeussen;

Spniger-Venlag

HeinzSchechen ;

Rechenanlagen,Spninger-Verlag

NewYork1973

GerhardSeegmilIler.;EinfilhrungindieSystemprog-

ra㎜ierungBibliographischesInstitutWissenscha-

ftsverlagZilrich1974

HartmutWedekind;DatenbanksystemeI

BibliographischesInstitutWissenschaftsverlag

Zilrich'1974

HartmutWedekind,TheoH5rder;Datenbanksysteme皿

BibliographischesInstitutWissenschaftsve[1ag

Zilrich1976

HansZima;BetriebssystemeParalleleProzesse

filrdas

1976/77mit'studienpl5nen

Goos;Informatik2Teile

BerlinHeidelberg・NewYork

Gnatz;AufgabenA.Informatik2Vol

BerlinHeidelberg.NewYork

ElektronikPraktikumfUrInformatiker,

Berlin・Heidelberg・NewYork1971

HalbgruppenundAutomaten

BerlinHeidelberg・NewYork1971

FunktionellerAufbaudig.italer

BerlinHeidelberg
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D1.30

DL31

D1.32

D1.33

D1.34

D1.35

BibliographischesInstituteWissenschaftsverlag,

Zilrich1976

Jos`LuisEncarnuc含o;Computer-Graphics

R.OldenbourgVerlag,M廿nchen1975

W・radyslawM.Turski;Datenstrukturen

Akademie-Verlag,Berlin,1975

RudolfBayer;IntegrityConcurrency,and

RecoveryInDatabases

R.Bayer,J.K,Metzger;OntheEnciphermentof ,

SearchTreesandRandomAccessFiles

ACMTransactionsonDatabaseSystems,Vo1.1,No1.

March1976,Pages37～52.

R.Bayer.M.Schkolnich;ConcurrencyofOperations

OnB-Trees,IBMReserchRJ1791(十25863)

May27,1976ComputarScience

R.Bayer,KarlUnterauer;PrefixB-Trees

IBMReserchRJ1796(十26094)June21,1976

ComputerScience
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A1

オ ー ス ト リ ア

10-21-(木)

10:30～12:00

Wien工 科 大 学

(TechnischeUniversit5tWien)

TechnischeUniversit5tWien(Gusshausstrasse27-29,Wie6)

のlnstitutftirInformatikを 訪 問,Prof.Brockhaus,Prof.

Kerner』,Prof.Kuichの3氏 と懇 談 し,当 学 科 の 教 育 内 容 な ら び に オ ー ス

ト リ ア の 大 学 レ ベ ル に お け るInformatik教 育 全 般 に つ い て の 解 説 を き く。

オ ー ス ト リ ア に はIBMLaboratoryVienna,あ る い はIIASAの よ う な 国

際 的 機 関 が 設 置 さ れ て お り,東 欧 圏 と の 重 要 な 接 点 の 一 つ で も あ る が,情 報 処

理 産 業 の 分 野 に お い て は 必 ず し も 先 進 的 な 立 場 に な く,そ の こ と は 教 育 の 面 に

も 反 映 さ れ て い る よ う に 見 受 け ら れ た 。

学 科 の 概 要

・InstitiltfUrInformatikは1971年 に 設 置 さ れ
,教 授4.助 手

15,学 生 数(卒 業 生)毎 年 約25で あ る 。 修 業 年 限 は5年 。

オ ー ス ト リ ア でComputerScienceの 教 育 を 行 な っ て い る 大 学 は 他 に

Univ.viennaのDept.ofManagementScience,お よ び

Linz,Innsbruck,Grazの 各 大 学 の 数 学 科

が あ げ ら れ る。 後 三 者 の 卒 業 生 は そ れ ぞ'れ10～20人,5人,5～10人

の 程 度 で あ る 。

そ の ほ か にJuniorCollege(3年 課 程),VocationalSchoo1(中

学 校 卒 業 で 入 学,3年 課 程)が あ る がComputerScienceを 教 え て い る も
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の は 少 な く,ま た教 え て い る所 で も教 育 内容 は 実用 的 で理 論 的 では な い。 こ

れ らの タ イ プの学 校 とHighSchoo1の た め に若干 の計 算 セ ン ター が 設 け ら

れ 端末 が置 かれ て い る。

.ソ フ トウエ ア技 術 者 の た め の統一 国 家 試験 が あ る(A2参 照)。

カ リ キ ュ ラ ム

・高 等 学校 卒 業 の後 入 学(年 令19才),修 業年 限5年 間 で あ る

カ リキ ュ ラムはSoftwareに 重 点 をteLaた もの で あ る(A1.1)。 分野別の

お よそ の比 率 と実 習 の配 置 は下 図 の如 き もので あ る。

0

1

2

つ
d

4

5

Theory

(35%)

Software

(30%)

Hardware
(15%)

System
Analysis(5%)

Open
(15%)

Praktik㎜

3h

PraktikumI

5h

＼＼へ＼1蝋 燕:1・:・"

・ 全 部 で 約155weekhours(credithours),約20W-h./semester

を 履 修 。

"O
pen"の 分 野 で はbusiness,management,processcontrol,

medicine,linguisties等 の 単 位 を 選 択 で き る 。

な お,こ の 部 分 は,他 大 学 で 履 修 し て も よ く,Univ.ofViennaと は5年

程 前 か ら協 力 を し て い る。 こ の 方 法 は 経 験 に よ る と 困 難 で は あ る が.継 続 的

に 行 な い た い と考 え て い る(UWは1365年,THWは1816年 創 立)。

学 生 は2回 のcomprehensiveexaminationを 受 け ね ば な ら な い 。

一60一



授 業 内 容

・LectureNoteが 印 刷 さ れ て い る(例:A1.2,AL3,A1.4)。

・ プ ロ グ ラ ム 入 門 コ ー ス の ク ラ ス は 他 の 学 科 の 学 生 も 受 講 す る の で ,700

人 位 に 達 す る。Prof.Brockhousが 担 当,演 習 は12の グ ル ー プ に 分 け て

そ れ ぞ れ 助 手 が 監 督 す る。

●

卒 業 生 の 就 職

・ 今年 卒 業 した24入 につ い てみ る と

1/3はIBM,Siemens,Kintzle等 の計 算 機会 社

1/3は 高等 学 校 等 の教 師

・ 初 心 者 教 育 にPASCALを 昨 年 か ら 使 用 し て い る(A1.2)。

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 と し て はCOBOL,PL/1,Assembler,Simu'-

lationLanguageSIMULA67,FORTRANも 教 え て い る 。

hardwareの 演 習 は 約80人 の 学 生 に 助 手3人 を つ け て や っ て い る

PDP-16trainingdeviceを1つ 用 意 し て い る が1台 で は さ ば き き れ

な い の でsoftwareでsimulatorを 作 っ て あ る。 学 生 は5～6題 の 演 習

問 題 を と い た の ち,realmachincに 触 れ る 機 会 を 一 度 は 与 え ら れ る。

こ の 方 式 に 対 す る 学 生 の 反 応 はquestionableで あ る。

・PraktikumIで は 数 式 翻 訳 の 程 度 の こ と ま で や ら せ る 。

・Praktik㎜ 皿 で はCompilerな ど のSystemProgramあ る い はSystem

Analysisの 大 き な 問 題 を1つ 選 択 さ せ る 。2～3人 の グ ル ー プ で 作 業 を

す る こ と に よ り協 力 と プ ロ グ ラ ム のcomplexityを 経 験 さ せ る。 テ ー マ は

教 官 が 用 意 す る 。1人 で2グ ル ー プ 程 度 を 監 督 す る が 問 題 の 選 択 は 上 手 に し

な け れ ば な ら な い 。Reportの 一 例 はAL5の 如 き も の で あ る 。

microprogramのinterpreterもhardwareの 演 習 に 役 立 つ 。'
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1/3は 進 学 また は軍 関 係 に所 属

ユ ー ザ に就 職 す る者 は きわ め て 少 なh。 ドイ ツで は約80%が ユ ー ザ に就 職

して い る(な お,ド イ ツ連邦 共 和 国 で は1971年 に第2次 情報 処 理 振 興 計 画

を発 表 して い るが,最 近 第3次 情報 処 理 振 興計 画 を公 表 した(Al.6,A1.7))

・ 計 算機 科 学 の教 育 を受 け た人材 と して どの よ うな タ イ プが要 求 され てい る

か?3つ の タ イ プ

a.計 算 機 科 学 の研 究者

b.計 算 機 科 学 の知 識 を持 つ 専 門 家(specialist)

c.そ の 中間

が 考 え られ るが,a.bの タ イ プ と して は 純 粋 の計 算 機 科 学者 を養 成 す れば

よい。cの タ イ プ と して1人 で両 方 を知 っ て い る人間 を求 め る よ りは計 算 機

科 学 の専 門家 とそ れぞ れ の分 野 の専 門家 を協 力 させ る方 が よい の で は ない か?

Informatikの 学科 の教 育 方 針 を いず れ に お くか は オ ース トリア に おいて

の み な らず 世界 共 通 の 問題 点 で あ ろ う。

計 算 機 設 備

CDCCYBER74十73.
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lO-21-(木)

]5:00～16:30

オ ー ス ト リ ア 教 育 計 算 セ ン タ ー

(δsterreichischesSchulrechenzentrum)

6sterreichischesSchulrechenzentrum(Spengergasse20,Wien)

を 訪 問,Prof.Handkeと 懇 談,施 設 を 見 学 す る 。

こ の セ ン タ ー は 高 等 学 校 卒 業 者 に 対 す る 専 門 職 業 教 育 な ら び に 広 い 範 囲 を 対

象 と す る 短 期 の プ ロ グ ラ ム 教 育 を 行 な う ほ か,層 政 府 に 委 嘱 さ れ た 計 算 業 務 も処

理 し て い る。 経 費 は100%政 府 の 資 金 に よ っ て ま かkわ れ て い る 。ltfo,当

セ ン タ ー のBerger氏 はIFIPTC3のWG3.4のChairmanで あ る が,

当 日 は 出 張 中 の た め 会 見 で き な か っ た 。

以 下,ProfHandkeの 説 明 を 要 約 す る。

カ リ キ ュ ラ ム

・1高 等 学 校 卒 業 者(お よ そ19才 以 上)を 対 象 と す る コ ー ス

(Abiturientenlehrgange).入 学 資 格 は 高 校 卒 業 証 明 と 適 性 。

A.Systemplaner,Systemanalytiker,Anwenduugsprogra㎜ 「

ererの 養 成 コ ー ス

B.中 級 な い し上 級 管 理 者 の た め のmanagementの た め のEDPコ ー ス

全 日 制 の 場 合1年 間,夜 間 ク ラ ス の 場 合2年 間 で 卒 業 で き る 。

・ 皿 プ ・ グ ラ マ 入 門 コ ー ス(Progra㎜ierkurse).入 学 資 格 は 学 校 教 育

修 了(17才 以 上).半 年,夜 間 コ ー ス の み 。

1,llと も卒 業 す れ ば 国 の 卒 業 証 明 書(St5tlichesabsch田ssver-

zeignis)を も ら え る 。

・ カ リ キ ュ ラ ム の 概 要 を 表A2-1に 示 す 。
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計 算 機 設 備

・IBM370/125256KB,デ ィス ク4,MT4,CR,

LP,OMR,FloppyDisk,

RemoteJobEntryStation(学 生演 習室 内の カフ ェテ リア端 末)

Terminal3(主 と して他 の業 務 用)

(2年 前 にreplaceし た シス テ ム)

ス タ ッ フ

・ 教 員

専任 は4人 。 他 はWien工 科 大 学,Wien大 学 か らの非 常 勤,そ の他 計

算 機 メー カー等 か ら も講 師 を招 い て い る(15～6名)。

・ そ の他 の ス タ ソ フ

約50名 。 内計 算 機 の オ ペ レー タ7,デ ー タタ イ ピス ト6。

生 徒 の 数

・ 今 年 度 は全 部 で85名 。1つ の ク ラス は20名 以下。

外 国人 の 生 徒 も稀 には入 学す るが,言 語 の困難のた め うま く学 習 で きな い。

就 職 状 況

・ 卒 業後 の就 職 状況

卒 業 生 の約70%は プ ログ ラマ と して就 職 してい る。 そ の うち約50%以

上 は1～2年 後 にはSystemAnalystな どに昇 格 してい るもの とみ られ る。

残 り30%は そ の他 の企 業 体 に就 職 して い る。

需 要 予 測

・ コン ピュー タ要員 の需 要 と供給 の予 測 は毎 年Arbeitsamt(労 働 局)で

や ってい る。 オ ー ス トリア の経 済 に見合 った 数 は向 う3ケ 年 に年 間 平 均50

名 程度 を養成 す るの が適 当 との 見 つ もり を して い る。
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・ コ ン ピ ュ ー タ 要 員 は も ち ろ ん 大 学 に お い て も 養 成 さ れ て い る が
,大 学 で の

教 育 は4～5年 か か る し,大 学 で 学 ん で き た こ と は 実 用 的 に は 時 代 お く れ で

即 席 の 役 に は 立 た な い 。

・ こ の 他Privatecourse(私 設 の 計 算 機 学 校)も あ る が
,こ れ ら は 強 く

管 理 す る 方 針 で あ る 。

そ の 他

・ 前 記IAの カ リ キ ュ ラ ム に はProjektabwicklungと い う科 目 が あ る が
,

こ こ で は 政 局,放 送 局,そ の 他 で 発 生 す る 実 際 の 役 に 立 つ 仕 事 を 課 す こ と を

行 な っ て い る 。

そ の 一 例 と し て は,高 校 で の プ ロ グ ラ ム 演 習 を マ ー ク シ ー ト(A2 .4,

A2.5)を 用 い て 処 理 す る プ ロ グ ラ ム の 開 発 を あ げ ら れ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム

は 実 際 にWien周 辺 の3つ の 地 区 の 約6,400人 の 演 習 を 処 理 す る た め に 用

い ら れ て お り,当 セ ン タ ー の 業 務 の 一 部 と な っ て い る 。(そ の 他 の 地 区 で は

政 府 ・大 学 の 計 算 セ ン タ ー が 同 様 の サ ー ビ ス を 行 な っ て い る)。

'当 セ ン タ ー の 活 動 と 関 連 の 深 いIFIPのTC3
,WG3.4の 組 織 す るWorking

Conference"Post-secondaryVocationalEducationinEDP

andtheneedsofCommerce,IndustryandAdministration"が

1年 後 の1977年10月24～29日 に オ ー ス ト リ アBadenに お い て 開 催 さ

れ る(A2.3)o

・ 点 訳 に つ い て －IBMの ラ イ ン プ リ ン タ に 特 殊 の ア ダ プ タ を 開 発
,特 殊 な

用 紙 を 用 い て 点 字 の 印 刷 を 行 っ て い る 。 印 字 速 度1シ ー ト(29行)20sec

(A2.6)。
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Osterreichisches SchulrechenzentrUm 表A2-1(1/2)
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表A2-1(2/2)
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A2

A2.l

A2.2

A2.3

A2.4

A2.5

A2.6

ロコ
OsterreichischesSchulrechenzentrum

のコ エひ
AusbildungslehrgangeamOsterreichischenSchulrechenzentrum

S・h・1・hg・v・rzer・ei・h・i・ δ・t…e1。hisch。 、S。h。1。 。,h。 。zent。 。m

工F工P-WorkingConferenceon
"Post -secondaryVocationalEdし 【cationinEDPandthe

needsofCo㎜erce,IndustryandAdministration"

FORTRAN'MarkSheet

COBOLMarkSheet

点 字 ラ イ ン プ リン タ 出 力 見本
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S1

ス イ ス

10-22-(金)

10:00～12:00

ZUrich工 科 大 学

ピ 蕊 ㌔ 蕊 』H㏄』c㎞k)

ETHのInstituteflirInformatikを 訪 問 し,」.Hoppe氏 と懇 談 す るo

こ こは,PASCALな どを開 発 した著 名 なWirth教 授 もk・り,独 創的,精 力

的 な研 究 と高度 な教 育 を行 な っ て い る。 チ ュ ー リ ッヒ湖 を望 む 山腹 にあ る落 ち

着 い た伝 統 の あ る大 学 で あ る。 なお,こ こでCAIを 研 究 して い る早大 の 菅 谷

敬 次 氏 に会 った。

PASCAL入 門 コ ー ス

・ す べ ての 学 生 が計 算 機 入 門 コ ース を受 講 し,PASCALを 使 っ て い る。 入

門 コ ース は半 年 間週2時 間 講 義 と2時 間 の 演 習か らな る。 実 習 はPASCAL-

S(サ ブセ ッ ト)の イ ンタ プ リタ ーで 処理 され 学 生 の プ ログ ラムは]件]秒

以 下 です む。

・ 入 門 コー ス の実 習 内容 は や さ しい算 法,簡 単 な ソー テ ィング サ ー チ ン グ,

テ キ ス トハ ン ド リング な どで ある。 数 学 科 向 けに は数 値計 算 や数 字 的 問題 を

扱 う。

科 目編 成 は 資料S1.1に 示 され て い る。

基 礎科 目には 次 の5科 目が あ るo

数 値解 析 とプ ロ グ ラ ミング1(S2の 担 当科 目の 項参 照)

〃 皿

計 算機 入 門1(資 料S1.2～3参 照)

〃 ■(資 料S1.4参 照)

算 法 及 びデ ー タ構 造

上 の二 つ は 数学 向 け,中 の 二 つ が一 般 向 け で あ る。
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専

.

演

・

門

専 門 は三 つ の コー ス に分 か れ てい'る。

計 算 機 シ ス テ ム(ソ フ トウ ェア)

計 算 の理 論

デ ータ 処理

習

入 門 コー スで は400人 ぐらい が受 け て半 分 が終 了 す る。]0人 の 助手 が

グ ル ー プ を 作 っ て 演 習 を 担 当 す る 。 人 数 が 多 い の で 個 人 的 接 触 は 少 な い が,

相 談 に は 応 じ て い る 。

・<演 習 内 容>syntax,loop,if,string,table,plottingな ど を や

っ てprocedureに 入 る 。PASCALで はprocedureの 教 え 方 に 苦 労 す る 。

あ と は 学 生 の 専 攻 に 応 じ て 応 用 問 題 を や る 。 例 え ば,電 気 系 に 対 し て は 増 幅

器 の 問 題 な ど 。

第2段 階 で は,Listの 処 理(delete,insert,sort)をfullPAS-

CALで,OS,フ ァ イ ル ハ ン ド リ ン グ(読 み 書 き,sorting,各 種 測 定 デ ー

タ や 時 系 列 を 書 き 込 ん で あ る フ ァ イ ル を 使 わ せ て 解 析 さ せ る こ と な ど)を 行

な う。 ま た,FORTRANに よ っ て 数 値 計 算 や プ ロ ッ ト あ る い は ラ イ ブ ラ リ

(ガ ウ ス 消 去 法)の 使 い 方 な ど を 実 習 す る 。

計 算 機 に つ い て は セ ン タ ー 見 学 の 項 で 触 れ る 。

各 科 目

・ 算 法 と デ ー タ 構 造 はWirthの テ キ ス ト"Algorithms十DataStruc-

ture-programs"(PrenticeHall)を 使 う 。 数 学 的 側 面,算 法 解 析

に 重 点 。

OS(Computer-Betriebssysteme)はCDCのOSの 説 明 で,あ ま
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り 数 学 的 で は な い 。

・ デ ー タ 及 び フ ァ イ ル 構 造,Wirthの 上 記 の 本 と も う一 つtCSystematic

Programming:AnIntroduction"を 使 い,sortingstore-manage-

mentを と り あ げ る 。

各 科 目

計 算 機 シ ス テ ム 第 一(ComputerSystemI)。 ア セ ン ブ リ言 語 とOS

を 扱 う。 計 算 機 はPDP-1]を 使 っ て い る 。 教 材 は 次 の よ う な も の で あ る 。

○ 小 さViCalculator(電 卓 の シ ミ ュ レ ー タ)oPASCALで 書 い た も の

が あ り,そ れ を ア セ ン ブ リ言 語 に 変 換 す る 。

短 い プ ロ グ ラ ム で の デ バ ッ グ の 訓 練 も す る 。

。conversionroutine.cardのbinaryimageをASCIIに 変 換 す

るo

。floating四 則 を 扱 う。

。 多 重 処 理 と 割 込 機 能 。 テ レ タ イ プ と 紙 テ ー プ 読 取 機 と デ ィ ス プ レ イ を 使

っ て,3台 の デ バ イ ス を 同 時 に 動 か す と き の 割 込 処 理 を 題 材 と す る 。

o多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 理 論,MODULA(Wirthに よ る 多 重 プ ロ グ ラ ミ

ン グ 用 言 語,資 料S1.5～6)を 用 い て,モ ニ タ ー,キ ュ ー,セ マ フ ォ ー,

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ な どOSの 概 念 を 教 え るo

・ 計 算 機 シ ス テ ム 第 二(ComputerSystem皿)。 コ ン ・くイ ラが 主 題 で

あ る 。PL/Oと 呼 ぶ 簡 単 な 言 語 の コ ン パ イ ラ が 作 っ て あ る(整 数 型,if

thenelse,while,procedurecall程 度)。 演 習 と し て は,syntax

analysisやinterpreterの 作 成 をPDP11で や る 。

・ セ ミ ナ ー(計 算 機 シ ス テ ム)oテ ー ブ ル 管 理,ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,SIM-

ULAkど 半 分 は 学 生 が 話 を す る 形 式 で す す め る 。
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計 算 機 セ ン タ ー

・CDC6 ,500と6,400の2台 が 主 機 で あ る 。 こ こ で は&4Mbits/sec-

ondと い う高 速 回 線 の 研 究 を 行 な っ て い る 。

Informatikで の 使 い 方

・ セ ン タ ー の 計 算 機 と ミ ニ コ ンHEXAPUS(8KB)を 衛 星 計 算 機 と して 接

続 しsカ ー ド読 取 装 置 やLPを つ け て 使 っ て い る 。 ま た,カ セ ッ ト テ ー プ 付

き のHewlett-Packardの タ ー ミナ ル(2644A)をon-1ineで2台,
、

off-1ineで8台 持 ち,TSSと し て 用 い て い る 。 さ ら に,す で に 触 れ た よ う

にPDP-1]/40を 使 っ て い るoPDPに も タ イ プ,LPの ほ か カ セ ッ ト テ

ー プ 装 置 が 付 い て い る 。 小 さ い ジ ョ ブ に は カ セ ッ トテ ー プ を よ く使 い,テ ー

プ の 編 集 機 能 も 優 れ て い る 。 大 き い ジ ョ ブ の 入 力 は カ ー ドに よ る 。

HEXAPUSは リ モ ー ト ジ ョ ブ ス テ イ シ ョ ン と し て 使 っ て い る が,待 時 間

は 普 通 は 短 か く2秒 ぐ ら い,ラ ッ シ ュ だ とLPが ネ ッ ク と な6て30分 ぐ ら

い か か る こ と が あ るo

・ 菅 谷 氏 か らCAIの 研 究 を き く,ミ ニ コ ンDigitalLSI-11に フ ロ ッ ピ

ー デ ィ ス ク(2)
,IBMDisketle,SMAKYと い うintelligenttermi-

nal,plotter,さ ら に マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー(INTEL)な ど を 付 け て い

る 。 研 究 は ま だ 中 途 の 段 階 で あ る 。 マ ッ チ 箱 程 度 の 手 で 引 っ 張 る 紙 テ ー プ リ

ー ダ な ど を 作 っ て 楽 し ん で い た 。"
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工nstitu七

S1.1

Sl.2

S1.3

Sl.4

Sl.5

S1.6

Eiden6ssischeTechnischeHochschule(ETH),Zilriche

fUr工nforma七ik』 ・:.

OrientierungOberAusbildungsmoglichkeiten,1975.

UnterlagenfuerdieEinfuehrungskurseinsProgrammieren

undfuerdenColnpu七er-Einsatz,EinsatzvonRechenanla-

gen工,ユ976.

Zusa㎜enstellungeinerRechenarbeit(ttJobtt),Einsatz

vonRechenanlagen工,1975.

P.Lauchli&H.H.Nageli:Uebung2,Einsatzv6nRechen-

anlagen■(PraktikumirnProgrammieren),1976.

NiklausWirth:MODULA:A:languageformodularmultipro-

pra㎜ing,ETH,lg76.

NiklausWirth:TheuseofMODULAanddesignandimple-

mentationofMODULA,ETH,1976.
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S2

ス イ ス

10-22-(金)

14:00～16:00

ZUrich工 ・科 大 学

(ETHSeminarfUrAngewandteMathematik)

ETHのInfor'matikに 続 い て,応 用数 学 のJ.Waldvogel氏 と懇 談 す る。

こ こに はHenrici,Stiefelと い っ た数 値 解 析 の 大 御 所 が い る。 た ま たまHen-

rici教 授 は一 日中 口答 試 験 とい うこ とで 会 え な か った の は残 念 で あ るが,数

値解 析,広 くは 数理 工 学 と情 報 科学 の 関係 とい う点 で有 益 な会 話 で あっ た。 情

報 教 育 は ソフ トウェ アや 理論 に傾 き勝 ちで あ るが,各 種 の現実 問 題 の本 質 を追

求 す る には 数 理工 学 的教 育 が必 要 で ある。 応 用数 学 科 は情 報 教 育 の か た よ りに

抵 抗 し て い る,と の こ と で あ る 。

教 授 陣

・ こ こ で はP .Henrici,Marti,E.Stiefelの3人 が 教 授 で あ る 。Henr-

(1)
iciは 複 素 解 析 の 本 の 第2巻 に 熱 中 し て い る 。Martiは 関 数 解 析 で の 基 底

論(Theoryofbases)に と り く み,Stiefelは 入 院 中 で あ る が 健 在 で

(2)
67才,群 の 表 現 論 の 本 を 書 い て い る 。

・Stiefelは 近 似 理 論,3次 元 ケ プ ラ ー 運 動,ジ ャ イ ロ 問 題 か らregular

perturbationの 研 究 で 知 ら れ て い る 。

・ 教 育 は 専 らHenriciの 指 導 に よ るo

注(1)P.Henrici:AppliedandComputationalComplexAnalysis

VolumeOne.JohnWiley&Sons,1974第2巻 も ま も な く出 る。

形 式 的 巾 級 数 か ら と き お こ す 良 い 本 で あ る 。 第1巻 は700頁 近 い 。

(2)ETHは65～70才 で い つ 引 退 し て も よ い 。
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仕 事

・Waldvogel氏 は微 分 方 程 式 の漸近 理 論,regularperturbationthe-

oryを 研 究 し てい る。

・ 数 値 解 析 関 係 の コ ンサ ル タ ン トと してWaldvogel他2人 が い る。ETH及

び他 の各 地 で作 られ た ライブ ラ リー プ ログ ラムの比 較 研 究 も重 要 な仕 事 で あ

る。 この種 の比 較 は 難 し くか つ時 間 を食 うの で大 変 で あ るが,専 門 家 の 責務

の一 つ で あ ろ うo

学 生

・ 学 部課 程 は100人,そ の 上 は10人 ぐらい で主 に数 学及 び物 理 か ら くる。

学 生 は 情 報科 学 科 とか応 用数 学 科 とい う よ うに は っ き りわか れ て い る の で は
、

な く,い ずれ も数 学 及 び物 理 とい う大 きい枠 の中 に な る。

担 当 科 目

・ 数 値 解析 とプ ・グ ラ ミン グ,数 学 系 統 の計 算 入 門 コー スで ある が反復 法,

消去 法,近 似(チ ェ ビシ ェ フ,ス プ ラ イン),積 分 微 分 方 程 式 な どの計 算 法

を組 み 込 ん で い る。4週 間 分 に相 当 す る。 〔東 大工 学 部 の入 門 コー ス算 法 通

論 と同 じ考 え で あ る 〕

・ 数 値 解 析A ,B.Henriciが 常 微 分 及 び偏 微 分 方 程 式 のadvancedmeth-

odsを 教 え て い るo

常 微 分 方 程 式

・ 日本 で は常 微 分 方 程 式 の数 値 解法 と して何 が よ く使 われ てい るか と い う

Waldvogel氏 の質 問 か ら意 見の交 換 が行 なわれ た。

・stiffで な い問題 で はRunge-Kuttaタ イ プの解 法 が よい,と い う点 で一

致 した。 こ こでは 高 次(9～10次 ぐらい ま で)のR.K.法 を よ く使 っ て い

る。 そ の サ ブル ー チ ン の説 明書(S2.1)と プ ログ ラム リス ト(S2.2)を
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あ と で も ら っ た ∩stiffな 問 題 に はGearの 方 法 を か っ て い る 。'

・ 日 本 で の 田 中 正 次(山 梨 大 学)の 研 究 や 森 ロ ・吉 沢 の 丸 め 誤 差 の 研 究
,

FehlbergのR.K.法 の プ ロ グ ラ ム,ShampineとGordonの 多 段 法 な ど に

つ い て の 情 報 交 換 が 行 な わ れ た 。 ま た,Waldvoge1氏 の 最 近 の 研 究 で あ る

無 限 区 間(一 。。,。 。),半 無 限(0,。 。)で の 境 界 値 問 題 の 解 法 の 話 が あ っ

たo

S2ETHZffrich

SeminaryfUrAngewandteMatimatik

S2.1J.Waldvoge1:SubprogramRK,1974.

S2.2J.Waldvogel:FORTRANProgramI、ist,1974.
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B1

ベ ル ギ ー

10-26-(火)

14:00～15:3 ,0

Ghent大 学

(RijksuniversiteitGent)

ベ ル ギ ー の首 都 ブ リュ ッセ ル か ら1時 間 あ まb西 方 のGent市 に あ るゲ ン ト

大 学 を 訪 問 し,H.Muller-Malek教 授,な らび にPatrickBergmanSS.

DeSamblanckx,RitaDeCaluweの 諸 氏 と懇 談 した。 こ この情 報 コ ー ス

は小 規 模 で あ る が各 学部 の上 に の るinter-facultyの 大学 院課 程 と してで き

て い る。 ベ ル ギ ー は フ ランス 系 とフ ラマ ン系 の民 族 で成 り,フ ラン ス語 と フ ラ

マ ン語 の それ ぞ れ を使 う大 学 を平 等 に 作 る とい う面 白い方 針 が ある。

学 制

・ 学 制 は6-6-4で 中学 高校 に相 当 す る と ころで文 科理 科 にわ か れ る。 大

学 は ジ ュニ ア と シニ ア2年 ず つ,専 攻 を 変 え る余 地 は残 され て い る。

.ゲ ン ト大 学 は9学 部 ある。 工 学,理 学,経 済,農 業 な どの 各学 部 で プ ログ

ラ ミング の講 義 な ど情 報 関係 の コー スが で きは じめ,1972年 い そ れ ら の

学 部 の上 に の る形 でinterfacul.tyの 研 究課 程 を作 った。 多 くの学 生 は2年

で終 り,第1年 度20人,第2年 度20人 あ ま り,今 年 度 もそ の程 度 が卒 業

す る で あ ろ う。 そ の20%が 経 済 関 係,残 りは一 様 に ちらば っ てい るo就 職

先 は 銀行,企 業,教 育研 究 関 係 が 多 い。

講 義 科 目

・26科 目あ り7科 目が必 修,]9科 目が 選 択 で ある。 選 択科 目は9～]0

科 目 ぐら い を と り,ほ か に論 文(・thesis)が 必要 であ る。

・ 資料B1.1に 各 科 目の 概 要 が み られ るが,フ ラマ ン語 で あ るの で以 下 に リ

ス ト を 示 し て お く。

一79一



科 目 リ ス ト

レ

ム レ

レ

ム レ

ム レ

レ

レ

レム

レ

レ

mandatory(必 修)

●

■

■

●

●

■

●

1

2

つ
⊃
4

[
フ
乙
)

7
ー

nUmeriCalanalySiS工

computerarchitecture

computersand

pr。gra㎜inglanguages

dataorganizati.on・

economicsofcomputer

optimaltechniques

optional(選 択)、

ム レ10.

レill.

12.
』

ム レ13.

14.

レ15.

レ16.

17.

18.

レ19.

■

●

■

●

●

●

●

・

●

1

2

3
4

5
6

7
8

9

1

operatingsystem

center

numericaldnalysis]工

computerarchitecture工[

mathematical・managementtechniques

switchingalgebra

optimalhypothesistesting

analOgandhybridcomputersl

aUtOmatatheOry

simulationtechniques

simulationofsocio-economicalsystems

graphic工/OincomputerapPlications

artifiCialintelligenCe

stochasticprocesses'

computersubelementsandperipherals

digitalprocesscontrol

analySiSOflargeSyStemS

informationandcodingtheory

managementinfOrmatiOnSyStem

analySiSOfSOCiO-eCOnOmiCalSyStemS

databanks

レ はInterfacultyの ス タ ッ フ 相 当

△ は新 しい科 目

無 印は も と も と各 学部 の 中 で や っ て い る 科 目

● 必修 の6番 は専 門家が現 実観点か ら教 え る。

■ FORTRAN,COBOLな どが主 流 で,ALGOL68は そ の 考 え方 だ けをや

るo
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計 算 機

・Simens4004/151H
,(

いoFORTRAN,ALGOL60 ,

B1

B1.1

Bユ.2

Bl.3

500Kbytes)を 使 っ て い るoTSSは な

PL/1,COBOLが 使 わ れ て い るo

一
工nterfacultairCentrumvoor工nformatica,BeschiJving

vanhetProgra㎜aenvanhetOnddrwijs,1975 .

工r.D.Deschoolmeester:Acriticalstudyontheappli-

cationofa・methodforevaluationofacomputer-based

infomationsystem(summary),1976.

H.Muller(-Malek)&S.DeSarnblanckx:Amultimedia

LaboratoryonDecisionSciencesandsystemmanagement
,

orユ976(?).lg75
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N1

オ ラ ン ダ

10-27-(水)

10:30～16:30

Delft工 科 大 学

(TechnischeHogeschoolDelft)

T .e・h・isch・H・gesch・ ・ID・lft(・32J・li・n・laa・D・lft)の

VakgroepInformaticaを 訪 問,Prof.vanderPoel,Prof.Wolbers

と 懇 談 し,施 設 を 見 学 す る 。 デ ル フ ト工 大 はAmsterdemの 西 南 西 約50km,

HaagとRotterdamの 中 間 に 位 す る 入 口 約10万 の 陶 器 の 町Delftに あ る 。

VakgroepInformatica(イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス グ ル ー プ)はAfdeling

deralgemenewetenschappen(理 学 部 と 訳 す べ き か?)のOnderafdel-

ingderWiskunde(数 学 科)に 属 す る4つ のVakgroepの 】 つ で あ っ て,

2名 の 専 任 教 授 以 下 約20名 の ス タ ッ フ と 学 生 約]00名 か ら な る 比 較 的 小 規

模 の グ ル ー プ で あ る が,ソ フ ト ウ ェ ア の 分 野 に お け る 活 発 な 研 究 活 動 で よ く知

ら れ て い る こ と は あ ら た め て 紹 介 す る ま で も あ る ま い 。 学 部 学 生 の カ リ キ ュ ラ

ム は ソ フ ト ウ ェ ア と 数 学 的 基 礎 に 重 点 が お か れ て い る 。 計 算 機 設 備 も 非 常 に よ

く 整 備 さ れ て い る0

10:30～12:30vanderPoel(フ ァ ン ・ デ ァ.・ プ ー ル)教 授 の 話

オ ラ ン ダ の 大 学 に お け るC.S.の 教 育

・ オ ラ ン ダ に お け るComputerScicnceの3大 中 心 はTwentqEindho-

ver}Delftの3工 大 で,第4番 目 に はUniv.ofA皿sterdamが あ げ られ

る 。 そ の 他 の 大 学 で もC.S.の 教 育 を や っ て い る 所 は あ る が 独 立 の 学 科 、を も

っ て い る 所 は な い 。

な お オ ラ ン ダ で は 大 学 の 長 期 計 画 や 相 互 の 協 調 に 関 し てAcademicCoun-

ci1が 調 整 を 行 な う。 こ のcouncilにinformaticsのdepartmentが あ
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っ て,各 大 学 か らsoftwareな ら びhardware各1名 ず つ の 代 表 が 出 て い

るo

・Delft工 大 で は 特 にcompilerbuilding,0.S.の 研 究 に 重 点 をiev>て い

る 。 他 にanaloguehybridcomputingsystemの 研 究 も 行 な わ れ て い

る 。Eindhovenは 言 う ま で も な くDijkstraが い てComputerScience

の 数 学 的 基 礎 に 重 点 をtev>て い る がpracticalで は な い 。 他 の 大 学 で は 数 値

計 算 に 重 点 を お い て い る と こ ろ も あ る 。

Delft工 大 のVakgroepInformatica

・VakgroepInformaticaは4人 の 教 授 の 席 が あ り,そ の う ち2人 はfuH

fime,2人 はparttimeで あ る 。 そ の 他seniorlecturer以 下 約20入 の

staffが い るo

学 生 は 約100名 で あ る 。 〔 カ リ キ ュ ラ ム に つ い て は 後 にProf.Wolbers

が 説 明 さ れ た 〕

CVokgroepInformaticaはDepartmentofMathematics(Ond-

erafdelingderwiskunde)に 属 す る4つ のVakgroepの1つ で あ る 。

他 の3つ は'

puremathematics

appliedmathematics

OperationsResearchandStatistics

で あ る 。Dept.ofMqth.全 体 の 教 官 数 は 約20,学 生 数 は300で あ る 。

puremath.のgroupに は 故Prof.Timmonが い たo

OR&Statisticsのgroupは 大 き なgroupで,Prof.kosten,

Prof.Lootsmaが い るoappliedmath.のProf,Dekkerはanalogue

hybridcomputationの 研 究 の リ ー ダ ー で あ る 。
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・Delft工 大 の他 の 主 な学科 は電 子 工 学 科
,鉱 山 学 科,土 木学 科 等 で あ る。

computerのhardware関 係 の 教 育 ・研 究 は電 子 工 学 科 の 方 が受 持 っ てto

b,そ の 内 容 は5グ ル ー プに分 れ てい る。

D

鋤

,
⑨

倒

⑤

(

ー

(

(

(

自 動 電 話

measurementandcontrol〔controltheory〕,

switchingtheory〔computerdesign,interfacedesign〕,

informationtheoy〔codingtheory,errorrecovery〕,

transmlsslonofinformation

な ど で あ るo

・Prof .vanderPoelの 意 見:多 く の 大 学 でsoftwaregroupとhard-

waregronpの 関 係 は し ば し ばdisjointで あ る が,当Delft工 大 で は

informalな 協 力 が 円 滑 に 行 な わ れ て い る 。 更 に 一 歩 す す め て 一 体 化 し た い

が そ れ に は 多 く の 困 難 が あb,何 年 も努 力 を つ づ け て い る 。ORもStatis-

ticsのgronpも 含 む こ と は 困 難 で あ ろ う。

Delft工 大 の 計 算 機 設 備

・ 計 算 セ ン タ ー:IBM370/]58
,ス タ ッ フ 約90名

2つ の カ フ ェ『テ リ ア 端 末,多 数 のvideotermina1,20台 の カ ー ド穿 孔

機 等 を も つ,videoterminalは 数 値 解 析 の 授 業 に も 利 用 さ れ て い る 。

他 にprogram制 御 の で き るanaloguehybridcompnterctApplied

Dynamics/Four"が あ るo

歴 史 的 に はZebra(Prof.vanderPoel自 身 の 設 計 に よ る),TR4,

IBM360/65を 経 て 今 日 の シ ス テ ム に 至 っ た 。

・ 大 学 全 体 と し て は ミ ニ コ ン を 含 め て 少 く と も38台 以 上 の 計 算 が あ る
。 ミ

ニ コ ン はPDP,HP,CIIな ど の も の で あ るo
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・VakgroepInformaticaの 専 用 設 備 と し て は 次 の3シ ス テ ム が あ る 。

oPDP]1/45Prof.Wolbersが も っ ぱ らCAIの 研 究 に 使 用o

もPDP8ALGOL,LISPな ど の 教 育 の た め のdemonstra-

tion用 と し て 使 え る よ う4台 のTV受 像 機 を つ な

ぐ こ と が で き るo

。PDP9最 終 学 年 の 学 生 の 演 習 に 使 用 。

・Vakgroep工nformaticaで は 全 学 の 初 心 者 教 育 を 担 当 し て い る 。(約

1,800人 を 対 象 と す る)

ProfvanderPoelの 最 近 の 研 究 か ら

・portablesoftwareとALgorIthmicASsemblerALIAS

、y、t,mimp1・m・nt・ti・ ・1・ng・ ・g・ と し てP・ ・t・bilityを 考 慮 し

た 言 語ALIASを 開 発 し て 使 用 し て い る(N1.】,N1.2)。

ALIASIはnotrecursive

ALIASIIはrecursiveでhighlyoptimized.PDP-11の た め に

作 っ たALIASの 処 理 系 の 磁 気 テ ー プ は 実 費 で 提 供 し て よ い 。 た だ し マ ニ ュ

ア ル は オ ラ ン ダ語 で 書 か れ て い る 。

・ALGOL68に 関 す る 研 究

ALGOL68のportablecompilerを 作 成 中 。optimizationが ま だ

充 分 で な い が 近 く 完 成 す る 予 定 。

kte,D,.B。 。m(U・i・.・fAlb・ ・t・)はALGOL68の ・・mpi1・ ・ を

ALGOL-Wで 書 い た 。

ま た 大 学 外 で の 仕 事 と し てCDCの 計 算 機 の た め にALGOL68のcompi-

lerを 完 成 し た(お よ そ20入 ・年 分 の 仕 事)。

・LISPに 関 す る 研 究
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ALIASを 用 い てLISPのimplementationを 行 な っ て い る
。

関 連 の あ る 仕 事 と し てconcurrentgarbage'coilectionに つ い て の

研 究 が あ る(K.G.Mliller,N1.3)。

な お1978年 に は 東 京 でLISPのimplementationに つ い て 講 義 を す

る 予 定 。

・SmallOSに 関 す る 研 究
。

べ

PDP8]2bis/word16kwのmachineの た め に3kwを 占 め る

{
marvelloussma川system'を 完 成 し た 。 こ れ はforegroundでreal

timebaseの 計 算 を 実 行
,backgroundに お い て は8つ ま で のvirtual

machineを 走 ら せ る こ と が で き る 。

卒 業 生 の 就 職 状 況

・IBM
,Phillips等 の 計 算 機 関 連 産 業,銀 行,そ の 他 のuser,そ の 他 応

用 分 野 に 職 を 得 て い る 。 理 論 的 な こ と に 興 味 を も つ 学 生 は 大 学 に と ど ま る こ

と を 望 む が,そ の 余 地 は ほ と ん ど な い 。 た と え ば 前 出 のMlillerも 現 在 は

practicalprogrammerと し て 働 い て い る(表N1 .1)0

13:30～16:30Wolbers教 授 の 話

・Wolbers教 授 は1958年 にDelft工 大 に き た
。 元 来 はelectronic

engineerで あ っ た 。]960～1968年 の 間ComputerCenterのdire-

cto「 を つ と め ・1968年V・kg・ ・epI・f・ ・m・tig・ 搬 と な る
。 現 在

VakgroepInformaticaのchairmanで あ るo

担 当 す る 講 義 は1年 生 に 対 す るInformaticsの 入 門(Inleiding

Informatica)と 最 終 学 年 のresearchwork
,研 究 テ ー マ はinforma-

ticssideか ら のCAIの 研 究(N1 .4,N1.13)とdatabaseのimp-

1ementationで あ るo
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カ リ キ ュ ラ ム と 講 義 内 容

・VakgroepInformaticaを 含 むDeptofMath.の カ リ キ ュ ラ ム と講 義

概 要 は 資 料N1.9に 詳 細 に 示 さ れ て い る 。

カ リ キ ュ ラ ム は1年 目 は 分 化 し て い な い 。informaticsの 専 門 科 目 は2

年 目 で30～4 .0%,3年 目 で70～80%で あ る 。

・Wolbers教 授 の 担 当 し て い る1年 生 に 対 す る 入 門 講 義 はVakgroepInf-

ormaticaだ け で な く 全 学 の 学 生 を 対 象 と す る も の で,約1,500入 が 受 講

す る 。 し た が っ て5人 が 分 担 し て 講 義 を す る 。 大 体 学 部 別 に ク ラ ス 編 成 を す

る が,】 ク ラ ス80～150人,た だ し 演 習 は 多 数 の 助 手 の た す け を 借 り て,

最 大30人 の グ ル ー プ に 分 割 し て 行 な う。

講 義 内 容 は ま ずstructuredprogrammingの 方 式 に 基 づ い てalgori-

thmに つ い て 教 え,そ れ か らALGOL60に よ るprogrammingを 教 え る

(N1.5)。

24時 間 の 講 義 十60時 間 の 演 習 を 行 な う 。 演 習 は カ フ ェ テ リ ア 端

末 を 使 用 す る 。

・ 入 門 講 義 に つ づ く も の と し て は 次 の よ う な も の が あ るo

oσomputerSystem-Dept.ofMath.の 学 生 とDept.ofElect-

ronicEng.の 学 生 が 聴 講 す る の で200～300人 に 達 す る 。machine

codeに よ るprogra㎜ingを 教 え るoartificialmachineと そ の

assemblerを 使 う。

。DataProcessing-fileの 取 扱 い,principleofdatapro-

cessing,COBOLに よ るprogrammingltど を 教 え る 。

oDataStructure

etc.
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表 －N1-]

数 学 工 学 修 士 の 就 職 の 現 状

(資 料N1.9pp7～8よ り抜 粋)

下 の 表 は,1970年9月1日 か ら1974年11月1日 迄 の 間 に 卒 業 し た

215名 が,]975年3月 に 勤 務 な い し 所 属 し て い た 所 の 一 覧 で あ る 。(1976

*

年7月1日 迄 の卒 業 生総 数 は512名 で あ る。)

AKZO

計 算機 メ ー カ ー

州 ・市 の 役 所

衝 風 炉(blastfurnace,Hoogovens)

エ ン ジ ニ ア ビ ュー ロ ー

KLM

海 軍

数 学 セ ン タ ー

陸 軍

国 立 航 空 宇 宙 航 行 研 究 所

オ ラ ン ダ 国 鉄

教 育(V.W.Ok・ よ びH.B.0(中 等 学 校))

Philips

RTT

国 立 計 算 セ ン タ ー

道 路 ・永路 局(Rijkswaterstaat)

船 舶(Scheepswerven)

Shell

TNO

大 学 ・工 業 高等 専 門 学 校

水 路 研 究 所(WaterloopkundigLab.)

そ の 他 の 職 業

不 明

4

2

4

2

4

1

2

2

8

4

2

1

5

2

2

5

2

3

2

5

2

8

3

2

3

2

7

合 計

・訳注:数 学科全体 の卒業生

215
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・ 演習 問 題 の 例 はN1 .10～N1.]2を 参照 。

オ ラ ン ダ に お け る 大 学 以 外 で の 情 報 処 理 教 育

・ 大 学 で は 前 記 の よ う に3つ の 工 大 でcomputerscienceの 教 育 を 行 な
っ

て い る が,informaticsのdegreeは 出 さ ず,数 学 のdegreeを 出 す

(diplomawiskundigingeniellr)o

オ ラ ン ダ の 学 制 と 大 学 以 外 で の 情 報 処 理 教 育

oオ ラ ン ダ の 学 制 は 大 略 下 図 の 通bで あ る 。

年

12

10

8

6

4

2

0

University

'fr

1)VWO

6年

HigherVocati《)na}Training

HigherTechnicalSchool… … 約30校 内3校 がInforma-

ticsの 教 育 を行 な っ て い る。

HigherEcon㎝icalSchoo1・ … 約40校 内4校 がpractical

介d…p・ ・cessi・gの 教 育 を

行 な っ て い る。

HAV・2)Middl・V・ca・i・n・1T・ai・i .・g
5年LowerVocationalTraining

介

1)preparatoryscientificeducation

2)highclassadditionaleducation

3)middleclassadditionaleducation

・)生 徒 は 中 等 学 校 に 進 学 す る際 にVHqHAVO
,MAVOの い ず れ か を 選 ぶ が こ の 学

年 中 に コ ー ス を変 更 す る こ と が で き る。

。CentralBureau(政 府 指 導,産 業 ・銀 行 出資 に よる民 間組 織)の

computercourse.

勤 労 者 の た め の 夜 間 のeomputercourseを 開 講 し て い る 。 誰 で も 入

れ る 再 教 育 機 関 で,試 験 を 行 な っ て 資 格 証 明 を 与 え て い る 。Amsterdam
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に あ るo

oMathematicalSociety
,DutchComputerAssociationのcom-

putercourse.

デ ー タ 処 理 な ら び に 数 値 解 析,理 論 に 重 点 を お い た コ ー ス

・Prof .Wolbersの 意 見:informationsystem－ 般 を 作 り 上 げ る 能

力 を も つ 人 材 が 社 会 で 要 求 さ れ て お り,我 々 の 教 育 も そ の 方 向 を 目 指 し た い,

し か しsystemanalystの 養 成 は 大 学 で は 困 難 で あ る 。

CAIシ ス テ ム の 見 学

・ 最 後 にProf .Wolbersの 研 究 テ ー マ の 一 つ で あ るCAIシ ス テ ム を 見 学

し たo

こ の シ ス テ ム はPDP.11/45(28kW)と4台 のgraphicterminaI

か ら 構 成 さ れ て い て,coursewareはCAIassemblercodeCAIA-

SCOで 記 述 す る 。 現 在 はPLANITで 書 い た も の をIBM370/158の

PLANITコ'ン パ イ ラ に よ っ てCAIASCOに 翻 訳 し て 用 い て い るoま た

graphicalelementを 併 用 す る(N1,4)。

我 々 はJobControlLanguage入 門 の コ ー ス を 試 み たographical

elementは ゼ ロ ッ ク ス コ ピ ーー一・の 形 で 用 意 さ れ て い る(N1 .]3)o時 間 の

都 合 で 全 課 程 を 修 了 す る こ と は で き な か っ た が,文 字 が 小 さ く て 読 み に く か

っ た 点 を の ぞ け ば 大 変 よ く工 夫 し て 作 ら れ た 『 一 ス と い う 印 象 を 受 け た 。

一91一



－
N1.1

Nユ.2

N1.3

N1.4

N1.5

N1.6

Nl.7

N1.8

Nl.9

N1.10

Nユ.11

N1.12

N1.13

P.J.C.vanderEij.k:HARVAL工ASRefereneeManua1,Delft

UniversityofTechnology,DepartmentofMathematics,Sept.

lg75.

PaulvanderEiJk:EenHARVALIASCompilerinHARVAL工AS,

TechnischeHogeschoolDelft,VakgroepInformatica,Feb.

1976.

KlausG.MUller:OntheFeasibilityofConcurrentGarbage

Coll.gctior),Mar・lg76.

CA工atDelftUniversityofTechnology.

工nleidingInformatica,Vakgroep工nformatica,Delftse

UitgeversMaatschapPij-2edruk,1976・

ProposalstoGATashkent76,TC3-1・1・

AnnualReportTC3(1July1975～30Junelg76)・

TC-3TechniealComitteeforEduca七ion.

WiskundeStudoreninDelft,UitgavevandeOnderafdelingder

Wiskunde,T.H.Delft(Aug.1976).

PraktikumInleidingComputergebruik/工nformatica,「Pechnische

HogeschoolDelf七,OnderafdelingderWiskunde,Jan.1975.

Prof.D.H.Wolbers:PraktikumVERA,TeChnischeHogeschool

Delft,AfdelingderAlgemeneWetenschappen,Okt. 、1974.

PraktikumGegevensverwerking(al38),TechnischeHogeschool

Delft,OnderafdelingderWiskunde,Sept・1976・

JOBCONGraphics.

◆
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F1

フ フ ン ス

10-25-(月)

10:00～12:30

Nice大 学

ノ
(UniversitedeNice)

ノコ ノ
UniversitedeNiceのlnformatiqueetMathematiquesAppliー

ノ
quees(ParcValroseO6034NiceCedex)を 訪 ね,Prof.Lecarme,

Prof.Boussardと 懇 談,施 設 を 見 学 す る 。 ニ ー ス 大 学 は 市 内 数 ケ 所 に キ ャ ン

パ ス を 持 っ て い る が,InformatiqueetMath6matiquesAppliqu6es

は 市 の 東 北 部,山 の 手 の 緑 濃 いParcVa'1roseの キ ャ ン パ ス に あ る 。Infor-

matiqueの グ ル ー プ は 規 模 が 小 さ く,研 究 室 も 古 い 劇 場 の 建 物 の 一 部 を 改 装 し

て 使 っ て い る が,Prof。Lecarme,Prof.B∩ussardを 中 心 と し て プ ロ グ ラ

ミ ン グ 言 語 ・ コ ン パ イ ラ な ど の 分 野 で 活 発 な 研 究 活 動 を 行 な っ て い る 。 教 育 の

ノ ノ
面 で はMa↑trisedInf∩rmatiqueな ら び にMa↑triseMet.hodeslnfnr-一

ノ ノ ノ
matiqueAppliqueesalaGestion,bよ びDEAdlnformatiqueの

コ ー ス が 開 か れ て い る 。

ニ ー ス 大 学 に つ い て

・ ニ ー ス 大 学 は 第2次 大 戦 後 に 本 格 的 な 大 学 と な つ た 比 較 的 新 し い 大 学 で あ

る 。 多 く の 学 部 を 持 ち 入 学 者 数3,000入/年 位,在 籍 学 生 総 数 約10,000人

の 程 度 の 規 模 で あ る(F1.1)。 学 生 の70～80%は 大 学 の 寮 に 住 ん で い

るo
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フ ラ ン ス の 大 学 の 制 度 とinformatiqueの 教 育

・ 理 工 系 の課 程 は下 図 の通 りで あ る。 大 学 では 工 学 で は 学位 を一与え ない。 併

設 の工 業 短 期 大 学 が あ る所 で はDUTを.与 え る。

30

25

3

0
〔

ウ
●

ワ
↑

20

"18

10

5才

0

ノ
tr5yearsThesedednct∩rat

2years

lye弓r

2years

2yeZirs

Baccalaureat

college
ノ

(lycee)

P「ima「y
schOOl

Th6sed,3e,y,1・

ノ
DEA(Dip16medEtudesApprofondies)

3years

Ma↑trise

↑InstitutofTechn。logy「

(工 業 短 期 大 学)S
cience,Medicine,.Humanity,

Lawの い ず れ か を選 択

ノ
・NatinnalPolytechnicInstitutで はDip16medeingenier

infnrmatiqueの 称 号 を 与 え て い る 。 た と え ばGren∩ble,T・ulouse,

NancyのPolytech.な ど で コ ー ス が 設 け ら れ て い る 。

・ 大 学 でcompiterscience(inf6rmatique)のMaAitriseを 与 え る の は
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G・embl・(・ ランス で最 大 の規 模 ・ 年 に … 人 位 ・先 生 の 丁 ・-t・ ・こ ・

に 集 ま っ て い る),T∩ulouse,Nancy,Rennes,Montpellier,Lillq

Parisで あ る 。

・ な お こ の ほ か にGremble ,Parisの 大 学 に はma4triseに 相 当 す る 称 号

ノ ノ
Dip蛤medeProgrammeurdEtudesな ら び にDip拾medExperten

ノ

traitmentdelInformationを 取 得 す る た め の3年 間 の 課 程 が 設 け ら れ

て い る(F2参 照)。 シ ニ ア プ ロ グ ジ マ 養 成 課 程 で あ り,再 教 育 機 関 の 使 令

も は た し て い るo

-一合ス 大 学 に お け るinformatiqueの 関 連 課 程 の カ リ キ ュ ラ ム

・DEUGの 課 程 で はScienceの コ ー ス で2年 間 数 学 ・物 理 ・化 学 ・生 物 学

等 を 履 修 す る 。 こ の 中 でcomputerscienceの 入 門 ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ の 初

歩 も 教 え る(F1.1,PA253～26g)。

・ プ ロ グ ラ ム の 初 歩 の 教 育 に はProf .Hebenstreitの 開 発 し たLSEと 名

付 け ら れ たALGOL60タ イ プ のinterativelanguageが 多 く 用 い ら れ

て い るo'

　
・DEUGを 取 得 し た 学 生 は 次 の2年 間(deuxiemecycle)Ma↑triseの

degreeの た め の コ ー ス に 進 む こ と が で き る 。 ニ ー ス 大 学 に はinformati-

que関 係 のMa↑triscの コ ー ス と し て はノ
a)Ma↑trisedinformatique(Master∩finformatics) ノ
b)Ma↑trisemethodesinformatiquesappliqueesalagesti∩n.

'(Master∩finformaticsappliedtobusiness)

の2つ が あ り,a)はtheoreticalinformaticianの 教 育 を 目 標 と す る

も の と い え る 。 そ れ ぞ れ の カ リ キ ュ ラ ム の 詳 細 はF1.1,p272(a),同p280

(b),F1.3(a,b)お よ びF1.4に 示 さ れ て い る,以 下 にa)の 概 要 を 示
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すoa)はProf .Lecarmeが,b)はProf.Baussardが そ れ ぞ れcnord-

nnnateurで あ るo

現 在 の 学 生 数

・ 現 在 の 学 生 の 数 は お よ そ 下 記 の 通 り で あ る 。

MI MMIAG

stlyear
25

1

30

nd2
year 10 25

DEA 12

ノ

Thesede3ecycle9 .

ノ
Thesedednctoratl

Maitrisedinformatique

・ 学 生 は2年 間 に4つ のcertificatCl～C4を と ら ね ば な ら な い 。 す な

わ ち 第1年 目 に はC1とC2,第2年 目 に はC3とC4を と ら ね ば な ら な い 。

履 修 の 上 の 自 由 度 は 小 さ い 。

C1:MathematicsforInformatics(MathematiquesofAlgn-

『
rithrhique) .・.

algorithm,numericalanalysis,probability,statistics.

講 義3h/week,演 習6h/week

ノコ

(講 義 はProfessorま た はMaAitredeConferencesが 担 当,演

習 はMaftre-assistantま た はAssistant,が 担 当 す る)

クク
C2:BasicInformatics(InformatiqueGenerale)

progra㎜ing・theoryとtechnique

講 義2h/week,演 習4h/week

－96一



hardware,c∩mputerarchitecture.

講 義1h/week,演 習2h/week

C3:LanguageThe∩ryahdCompiling(LogiqueetProgramm-

ationdesCalculateurs)

1anguage『theory,compilerconstruction・

ノ ノ
C4:0peratingSystem(Systemesdexp1∩itationdesordi-

nateurs)

・C],C2の コ ー ス は 物 理 そ の 他 の 専 攻 でMa↑triseを と っ た 学 生 も何 人

か 聴 講 し て い るo

Ma今triseのdegreeを 得 た 学 生 の 進 路

・ た だ ち に 就 職 す る か
,さ ら に 進 ん だdegreeの 取 得 を 目 指 す 。

・ ま ず1年 間 の 課 程 でDEAを 取 得 で き る 。3h/weekの 講 義 の 他 にpracti-

calworkを 行 な う(企 業 に お い て 特 定 の 研 究 に 従 事 す る)。 課 程 の 詳 細 は

資 料F1.3,p]]を 参 照 の こ と。

ノ
・ 更 に そ の 後2年 間 でthesedetroisiemecycleを 提 出 す る と

,米 国

の 大 学 のMasterとDocterの 中 間 に 相 等 す るdegreeを 得 る 。 こ の 課 程 で

は 講 義 は な い 。

・ そ の 後d∩ctnrthesisを 提 出 し てdoctoratを 取 得 す る に は 自 然 科 学

系 で は 平 均5年 位,入 文 系 で は 平 均]0年 程 度 の 研 究 を 続 け る 。 な お 稀 に

ノ

・thesede3ecycleを ス キ
ッ プ す る 場 合 も あ る 。

計 算 機 設 備

・ 専 用 機 と し て ミ ニ コ ン が2台 あ るoす な わ ちCIIMitra15-35(32

KB,LP,CR,TTY,Disc)お よ びTelemechaniqueT-1600が あ

るo
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●

●

セ ン タ ー の 端 末Vide∩ 端 末,LP,CR

セ ン タ ー の 計 算 機IRIS50256KB(IBM360/40相 当)

使 用 言 語FORTRAN,COBOL,ASSEM-

BLER

な お 専 用 回 線 でGrembleと 結 ば れ て い る 。

Lecarme教 授 の 教 育 方 針

・ 講 義 はWirthの 教 科 書 に 沿 っ て 行 な っ て い る 。

教 育 目 標 は プ ロ グ ラ ム を 書 く こ と にc∩nfidentで あ る よ う に 教 育 す る こ

と で あ る 。 プ ロ グ ラ ム 言 語 を 教 え る の で は な く,th∩wtnpragram'を 教

え た い 。 学 生 に は 一 つ の プ ロ グ ラ ム に つ い て3回 のrunし か ゆ る さ な い 。

practicalltprngrammingとthe∩reticalなpr∩grarnmingの 一 方 に

偏 す る こ と な く,中 間 を と り た い が こ れ は な か な か む つ か し い こ と で あ る 。

fl6■chartは 教 え な い 。 ま たFORTRANも 教 え て い な い 。 必 要 に な れ ば

1週 間 で 修 得 で き る か ら で あ る 。 大 学 に よ っ て は で き る だ け 多 く の 言 語 を 教

え よ う と し て い る が,そ れ が よ い 方 針 だ と は 思 え な い 。

NumericalAnalysisは,必 要 な 知 識 で は あ る け れ どcomputer

scienceの 重 要 なpartで は な い と 考 え る 。 現 在 こ こ で も コ ー ス の]/5の

比 重 を 占 め る の み で あ る 。 も ち ろ んDept.ofMath.で はnumerical

analysisを や っ て い る 。]0年 位 前 ま でcnmputerscienceの 先 生 は

多 く がnumericalanalysisの 人 た ち で あ っ た し,現 在 も40～50代

の 先 生 た ち は そ う で あ る け ど,次 の 世 代 に な る と 事 情 は 異 な る で あ ろ う。

・hardwareの 知 識 もcomputerseienceの 学 生 に は 必 要 で あ る と考 え

る 。 現 在 はhardwareを 教 え る 適 当 なstaffが い な い の で(非 常 勤 に た よ

っ て い る),不 満 足 な 状 態 に あ る 。 将 来Ma"itriseのdegreeもsoftware
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とhardwareで 別 々 に 設 け る 必 要 が あ ろ う。

・OSに 関 す る 教 育 に つ い て

oBrinchHansenの 教 科 書 は 少 し 狭 い よ う に 思 う。

oD・n・vanの 教 科 書 はIBMマ シ ン に 基 づ い て い る 。

。Bernsteinの 教 科 書 は や や 表 面 的 で あ る 。

PASCALに つ い て

・PASCALは フ ラ ン ス で も い く つ か の 大 学 で 教 育 用 に 使 わ れ は じ め て い る 。

た と え ばT∩ulnuseで 使 っ て い るoGren∩bleで はBoussardがIBM7090

用 のALGOL60の コ ン パ イ ラ を 作 っ て 以 来 こ れ が 多 く 用 い ら れ て い た が,

2年 程 前 か らIBM360のALGOL-Wが 使 わ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の

ほ かRennes大 学 で はALGOL68の コ ン パ イ ラ を 使 っ て ㊤ る 。PASCAL

は い く つ か の 大 学 でimplementさ れ て 使 わ れ て い る が,ま だ 広 く 使 用 さ れ

る よ う に な っ て は い な い 。 こ ζ で ぱ 現 在 メ モ リの 容 量 不 足 の た めPASCALP

し か 使 え な い が こ れ はinterpreterを 使 用 す る の で 実 行 時 に 時 間 が か か っ

て 困 っ て い る,完 全 な コ ン パ イ ラ はTnu1・useの 人 々 と 協 同 で 開 発 中 で あ

る 。 な お1975年6月 に は 当 地 でPASCALのimplementatinnと 応 用 に

関 す る 研 究 会 を 開 催 し た(E1,2)。1977年6月 に も や る 予 定 で あ る 。

教 科 書 に つ い て

・ フ ラ ン ス で はinformatiqueの 関 係 の 図 書 がtimelyに 出 版 さ れ て い る

と は 言 え な い と い う の がProfLecarmeの 意 見 で あ っ た 。

研 究 活 動

ノ ノ

・InformatiqueetMathematiquesAppliqueesの 最 近 の 研 究 報 告

・講 義 ノ ー ト ・Thesis等 の 代 表 的 な も の はs・ftwareのpnrtabilityVC

関 す る も の(F1.6),コ イ パ イ ル の 技 術,PASCALに 関 す る も の,数 値
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解析 に関 す る もの で あ る。 これ らは 有 料 で入 手 で き る(F1 .5)。

Fl UniversityofNice

Fl.1

Fl.2

Annuairede1.UniversitedeNice,1976-1977

Journeessur1,工mplantation,leDeveloppementetles

ApPlicationsduLangagePASCAL,Nice,5et6Juinlg75

Fユ.3

Fl.4

Fl.5

Fl.6

Enseignementsd,Informatique

・MaitriseM.M.工.A.G.
=

・Maftrised,Informatique

・DEAd,Informatique

Anneeユ976-77CampusValrose

UniversitedeNice,U.E.R.Scientifiques

ム
Maitrisedes

Progra㎜ede

Automatique,

Mξthodes工nformatiquesAppliqしt6es

CoursInformatique,

UniversitedeNice,Fevrierl976

ListedesPしlblication

51aGestion,

工nfOrmatiqueMathematiques

de1,工MANSeptembre76

OlivierLecarme;Fiabiliteet『TransportabiliteV工nfluencedu

LangagedeProgrammation,PublicationInformatique,

工nformatiqueMathematiquesAutomatique,UniversitedeNice,

Decembre1975
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F2

フ フ ン ス

10-28-(木)

9:30～12:00

Paris第6大 学

(UniversitedeParisVIInstitutdeProgrammation)
パ リ第6大 学 の'lnstiutdeProgrammation(IP)を 訪 問 し

,G.Gira-

ult氏 と懇談 す る。rPだ け で学 生 数2,000入,研 究 者140人 とい う大規模 な

部 門 で,大 変 複 雑 な 組 織 を う ま く作 り あ げ て い る。

制 度

・<縦 の ラ イ ン>IPに は内 容 的 に 見 て
,情 報科 学,情 報 工 学,応 用 情 報

の三 つ の 流れ が あ るo

・ 〈横 の ライ ン〉大 き ぐは 三 段 階(cycle)に 分 け られ るバ カ ロ レ ア(高

校 卒 業 資 格 試験)合 格 後,一 般 大 学 の 教 養 課 程,あ る い は 工 業 専 門 学 校

(IUT)の2年 が 第1段 階,そ の後2年 間 が第2段 階,こ の段 階 で ほ ぼ 修

・)

士 を得,第3段 階 へ 進 む。

・ 図F2 .1に 全 体 の組織 図 を示 す。 左 端 のbac十2な どは バ カ ・レ ア後 の年

数 を,右 端 の各 種 職 業 との 出入 を,太 い矢 印 は お もな流れ,点 線 の矢 印 は 多

くは な い が可 能 な流 れ を示 す。

・ 実 社 会 に 出た り また戻 っ て 勉強 した りす る ことが 自由 にで き
,ま た職 に つ

い た ま ま夜 間 勉 強 す る こ とが可 能 で あ る よ うに工夫 され て い る。 生 涯 教 育 用

に も各種 の科 目を用 意 して あ るo

・ 卒 業 に よる資格 は国 定 の もの(Nati・naldegree)と 私 的 なInstit
ut

のdegreeが ある。 前者 にはDEUGDUT,Ma↑trise ,DEA後 者 に はPE

・)MITな ら バ ッ チ ュ ラ ー
,他 の 普 通 レ ベ ル の 大 学 な ら マ ス タ ー と の こ と 。
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やETIが あ るo

・ 略 号 の 意 味 を 記 し て お く 。

DEUGDip16mad'Enseignmen七UniversitairesG6nさrale .s-

DUTDipl6mad,工nstituts .-UniversitairesdeTechnologie

(工UT)

D.E.A.Dip16mad,EtudesApprofondies

P.E.Dip16madeProgra㎜eurd,Etudes

E・T…Dlp・8・ ・d'E・P・ ・t・nTrait・ …td・ ・'エ ・f。 ・m・ti・n

図F2.1,⑦ 一 ④_◎_㊤

・ 図iF2 .1の ア ー イ ー ウが 日本 でい う普 通 の大 学 の 流れ で あ る。 す なわ ち,

教 養 課 程 でDEUGを 取 得 し(た だ し,そ こでlnformatiqueを 選 択),専

門課 程C]～C4へ 進 む 。C]とC2(d)の 学 生 は300人,C3とC4は す

こ しへ り,◎ へ進 む のは200人 足 らずで ある。

㊥ 一 ②

・ キ ー ク あ るいは ア ー キ ー クは応 用 情報 の 流れ で ,物 理 とか 化 学 とかの学 生

が情 報 に入 って くる。 情 報 以 外 の 分野 で3個 の科 目 を と り,応 用情 報C4を

とる。 この コー スは 早 く助手(後 述)に なれ,他 分 野 の人 間 を情 報関 係 に 引

き込 む効果 が あるo

・ 以 上 の二 つ の流 れ を図F2 .2に 示 してお く。

⑰ 一 ② 一⑱ 一 ㊥

・ い っ た ん 社会 に 出 た者 の再教 育 を ね らい とし た もの で ,ど ん どん 先 に進 む

こ と も,途 中 で適 当 な資 格 を得 て また職 業 に つ くこ と も,職 に あ りなが ら夜

間 に学 ぶ こ と もで きる よ うに なっ て い る。 図F23参 照。

・ 以 上 の 縦 の ライ ン を適 当 に横 切 って移 る こ と も可 能 に な っ てい る。 例 え ば

◎ のD.E.A.コ ー ス へ の入 り方 を 見てほ しいo
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カ リ キ ュ ラ ム ④

・<C1とC2>第2段 階 の 初 年 度 に とb,C1は 数 学 と 算 法,C2は 情 報

概 論 と い っ た と こ ろ で 広 く概 論 的 な と こ ろ を 学 ぶ 。 演 習 も 行 な う。

◎

・ 〈C3>]
.0科 目 用 意 さ れ,そ の う ち2つ を と る 。 科 目 は ハ ー ド ウ ェ ア,

ソ フ ト ウ ェ ア,コ ン パ イ ラ,デ ー タ ベ ー ス,通 信,OR,論 理(計 算 の 理 論,

意 味 論),プ ロ グ ラ ミ ン グ 理 論 で]科 目 は 講 義 が 週3時 間 分,演 習 が3時 間 、

分 ぐ ら い で あ るo

マ ス タ ー

ノ
・C3を 終 了 す る とmaAitrisedinf∩rmatiqueを 得 る 。C1,C2,C3,

お よ び 後 述 す るC4に つ い て は 資 料F2、2に 詳 し く述 べ ら れ て い る 。

D.E.A.㊤

・]0あ ま り の 研 究 グ ル ー プ が 組 織 さ れ て い て,そ の う ち の2つ を と る 。 資

料F2.3参 照 。 そ れ ぞ れ の グ ル ー プ で 講 義 ・演 習 ・実 習 が あ る 。 こ の 課 程 で

は2人 の 教 師 に つ い て 研 究 内 容 に 触 れ る こ と が 重 要 な 目 標 で あ る 。

・D .E.A.を 取 得 す る とAssistantに な る 資 格 が で き る 。

教 師 の 席 ノ
・Assistant,MaAitre-assistant,MaAitredeConference,Pr∩fe-

sseurの 順 の 地 位 が あ る 。MaAitre-assistantは 米 国 のAssociate

Pr∩f.に 相 当 す るo

地 位 が 上 が る に はStatethesisと い う 論 文 が 必 要 で あ るo

Pコ ー ス ②

ノ

・enseignementdeProgrammeurdEtudesは 情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

(IIT)で い え ぱ プ ロ グ ラ マ ー コ ー ス(Pコ ー ス)に 相 当 す る 感 じ で あ る 。
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工 業 専 門 学 校 ⑰ を 出 て 入 学 す る も の,あ る い は 職 に あ るAppliedPrngra-

mmerが 入 っ て く る 。 後 者 の 場 合 を 考 慮 し て 講 義 は 夜]8時 ～20時 に 行 な

わ れ,演 習 は 働 い て い る 者 は20時 か ら2時 間,働 い で い な い 者 は 昼 間 の ク

ラ ス に 出 席 す る よ う に な っ て い る 。 講 義 はDataStructure,BasicSof-

twareConcepts,
、S∩ftware,Cnmpilerな ど で,C3と 共 通 の も の も

あ る 。 受 講 者 は]50人 ぐ ら い,70%はfulltimeで 働 い て い る 。 こ の コ

ー ス は1968年 か ら あ る。 な ま㍉ 正 規 に は1年 間 の コ ー ス で あ る が3年 間 に

わ た っ て も よ い こ と に な っ て い る 。 実 習(stage)が 重 要 視 さ れ るo

・ こ の コ ー ス に つ い て は 資 料2 .4C75-76年 版,次 に 述 べ るETIの コ ー

ス も 含 む)と 資 料2.5に 案 内 が あ る 。

SEコ ー ス

ノ ノ

・enseignementdExpertenTraitementdelInfnrmati∩nは 情

研 の シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア コ ー ス(SEコ ー ス)に 相 当 す る 。

・ こ の コ ー ス は2年 間
,C3と 同 じ 講 義(8科 目)の う ち3科 目 と プ ロ ジ ェ

ク ト を と る(資 料24)o

・ こ の コ ー ス を 終 了 す る とE .T.1.と い うDipl・maを も ら う。 途 中 の1年 で

い っ た ん 休 ん で ま た あ と で 第2年 度 に 入 る 道 も あ る 。

・E .T.1.取 得 後,D。E.A.を と る コ ー ス や 上 級 の コ ー ス に 進 む こ と も で き る。

生 涯 教 育

・ 入 門 コ ー ス か ら は じ め て,Pコ ー ス,SEコ ー ス と 進 む 生 涯 教 育 の コ ー ス

も 用 意 さ れ て い る 。 入 門 コ ー ス で は3つ の 基 本 科 目 が そ の 一 部 を 取 得 し て も'

よ い 。1科 目2,000～3000フ ラ ン で あ る 。 資 料F2.6参 照 。

・ 次 に い く つ か の 科 目 の 内 容 を 質 問 し た 。
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教 養 課 程

・DEUGを と る2年 間 の 教 養 課 程 で は 情 報 関 係 の 入 門 コ ー ス を 教 え て お り,

1,000人 が 受 講 し て い る 。generalコ ー ス と 呼 ん で い るo講 義,演 習,小

さ な プ ロ ジ ェ ク ト を や ら せ て い るo

C1

・C1はMathematiqueetAlg∩rithmiqueと い う 科 目 でALGOLに

よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ,数 値 算 法(誤 差,線 形 計 算,数 値 積 分),グ ラ フ と プ

ロ グ ラ ム の 基 礎,構 文 解 析 と コ ン パ イ リ ン グ入 門,確 率 統 計,論 理 な ど を 扱 う。

C2

・C2はInformatiqueGeneraleと い い,プ ロ グ ラ ミ ン グ(方 法 論,

記述,妥 当性),外 部 記 憶 上 の情 報(フ ァイ ル・ 緑)・ シス テ ムア ー キ テ

ク チ ェ ア な ど を 扱 う 。

Hardware

・ ハ ー ド ウ ェ ア 実 験 はC3の ハ ー ド ウ ェ ア の 科 目 に 伴 っ て 行 な わ れ る 。 第1

学 期 は 論 理 要 素 の 性 質,加 算 器,レ ジ ス タ ー の 組 み 立 て,DTIb,TTL,

MOSな ど の 種 々 の エ レ メ ン ト の 扱 い,第2学 期 は イ ン タ ー フ ェ イ ス や 周 辺

機 器 の コ ン ト ロ ー ラ な ど。

・D.E.A.で は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー を 扱 う。

研 究

・ 前 述 し た よ うにDEAで は二 つ の グル ー プに 属 し,2人 の 教 師 の 仕 事 の 関

係 を 見て,研 究 に入 っ てい く。

・ 第3段 階 のD.E.A.以 後 本 格 的 研 究 に入 り,論 文 を書 く。 これ は博士 に相

当 す る。 論 文(thesisth6se)を0と 略 し,こ の段 階 の もの を3～0と 書

く。 前 に触 れ た よ うにAssistantか ら地 位 が上 が るの にState()tOs必 要 で
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あ るo

・CNRS(国 立 科 学 研 究 セ ン タ)
,パ リ 第7,IRIA(F4)な ど と の 交

流 も 盛 ん で,D.E.A.の 教 育 に も 協 力 を 得 て い る 。

こtで の 研 究 課 題 は 多 様 で あ る が,下 図 の よ う にS十H(ソ フ ト ウ ェ ア と

ハ ー ド ウ ェ ア),T .L.C.(理 論,言 語,コ ン パ イ ラ)sな ら び に 応 用 の3

つ に 分 か れ,ソ フ ト ウ ェ ア だ け ハ ー ド ウ ェ ア だ け と い う よ う に 孤 立 し な い 新

し い 型 を 考 え て い る 。

・ .詳 し い 内 容 に た ち い る 時 間 は な か っ た が,下 図 に 記 入 さ れ て い る よ う な 研

究 が あ る 。

S-FH'

multimicrnprocessors(3プ ロジ ェク ト)

c∩ntrolpr∩cess

T。L.Cc∩ncentratore

extensibilitydefinition∩fnewperipheral

parallelismdatabaseprocessers

1∩gicmnnoidmodelling,signalanalysis,music

semanticsaquisiti∩n,IC

patternrecognltIon

natqrallangUageS

gameproblem(chessな ど)

Universalresolutionofproblem

matroicls

fI∩ws,cnnnectivity

qUeStIOnnalreS

用
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F2

F2.l

F2.2

F2.3

F2.4

F2.5

F2.6

Universit6deParisV工

工nstitutdeProgrammapionl963-lg73.

Ma含trised'工nformatiqUe,Renseignements-Programmes,

1976-77.

D.E.A.-InformatiqueFondamen七ale,-Systems工nforma-

tiques,1976-77.

工ns七itutdeProgrammation,Renseignements-Pr。grammes,

1975-76.

DiplomedeProgra㎜eurDtetudes,Renseignementspra-

tiques,1976-77.

FormationPermanenteehInforma七ique,Pr6sen七ationdes

S七agespour]」ann6euniversitaire=L976-1977・

`
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F3

フ フ ン ス

10-28-(木)

15:00～17:00

EcoleSup6rieured'Electricit6

(SUPELEC)

ノ ノ ノ

パ リ西 南 効 外 に あ る
,工 業 大 学EcoleSuperieuredElectriciteを 訪

問 し,J.Hebenstreit教 授 と 懇 談 し た 。 い か に も 新 し い 大 学 ら し く,広 々

と し た 敷 地 に 建 設 中 と い っ た 感 じ,モ ダ ン な 校 舎,学 生 会 館 な ど が み ら れ た 。

教 授 はIFIP/TC3のvicechairmanで あb,工 業 大 学,及 び そ の 前 後 の

教 育 に 指 導 的 役 割 を は た し て お ら れ る 。

哲 学

・ ソ フ ト ウ ェ ア だ け と か ハ ン ド ウ ェ ア だ け と か の 計 算 機 教 育 は あ り え な い 。

ハ ー ド ウ ェ ア に つ い て は テ ク ノ ロ ジ ー と ロ ジ ッ ク の 二 つ の 面 が あ り
,計 算 機

教 育 に と っ て ロ ジ ッ ク が 重 要 で あ る 。 ハ ー ド ウ ェ ア の 論 理 的 側 面 は ソ フ ト ウ

ェ ア と 区 別 し が た い 。 両 者 を 融 合 し た 形 で 教 え て 行 くぺ き で あ る 。

・ ソ フ ト ウ ェ ア の 講 義 や 実 習 で も ハ ー ド ウ
ェ ア で や っ た 回 路 の シ ミ ュ レ ー タ

を 作 ら せ る な ど 総 合 的 に 扱 う こ と に 注 意 し て い る。

学 制

・3年 間 の 教 育 で
,初 年 度 は 一 般 的 科 目,第2年 度 も 共 通,第3年 度 に 各 種 の

の コ ー ス(12種)に 分 か れ るo

フ ラ ン ス の 制 度

・ ナ ポ レ オ ン 以 来 フ ラ ン ス の 高 等 教 育 は －UniversityとScho∩1に 分 か れ

て い る 。 本 来 はUnivesityは 文 部 省 の 管 轄 で あ る が,Schoo1は 別 の 省 に

ノ

属 し て い る 。 い わ ゆ るGrandecolesは20あ ま り あ り 入 試 の レ ベ ル は 高

ho
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・ こ の学校 は]894年 設 立 され,二 つ の科 学 ソサ イアテ ィに属 し,現 在 予算

の半 分 は 文 部 省 か ら残 りの半 分 はindustryか ら くる。

・ 法 律 に よ り各 企 業 は賃 金 のO .8%(50年 ま で は1%)を 教 育 に 出 さ なけ

ク

れ ば な らな い(た だ し免税 に な る)。 従 っ てecol・eの 財 政 は比 較 的 豊 か で

あ る。 一 方,Universityは 企 業 か ら金 を も らっ ては い け ない こ とに な っ

て い るo

・ 学 力 はUniv .とScha・1は か わ ら ない。 ハ ー ドウ ェアの 面 で はSchno1

の方 が よい だ ろ う。

す べ て の 分 野 に

・ 将 来 す べ て の分 野 の人 々 に情 報 処理 教 育 が必 要 で あ ろ う。 しか し,理 論 的

にす ぎる計算 機 科 学 は大 多数 の 人 κは不 要 で あ る。

中 等 教 育

・ 中等 教 育 の段 階 は一 般 的 原 理 的 な こ とを教 え る べ きで あ っ て,特 殊 な テ ク

ノ ロ ジー は避 け るべ きで あるo

LSE

・ 中等 教 育 あ る い は専 門学 校 で の初 級 コー ス用 に,独 自の プ ログ ラ ミング言

語LSE,及 びそ れ をTSSの も とで実 現 す る ミニ コン シ ステ ム(4Kmem-

ory,disk〔800KB〕,8terminals〔16ま で可 〕)を1,800万 円 ぐ ら

い で作 らせ てい る。 す で に60シ ス テ ムは設 置 され てい る。

ノ
・LSE(Langagesymboliquedenseignement,教 育 用 記号 言 語)は,

フ ラ ンス語 だ け を 使 い,非 数 学 問 題 を扱 え る よ うに文 字 列 に対 す る機 能 を含

み,ALGOL的 で あ る。 また,お ぼ え や す く,1行 に い くつ もの文 を書 け た

り,編 集 機能 な どの コ マ ン ドも よ く工夫 され て,対 話 型 で楽 し く使 え る。 ど

の学 校 も同 じシ ス テ ム なの で400の プ ログ ラ ムが 集 め ら れ交 換 され て い る。

一1】2一



・ こ の シ ス テ ム は"70年 にCIIやTELEMECANICな ど に 作 ら せ て お り
,

c78年 に は 次 の 機 種 に 更 改 さ せ る 予 定 で あ る
。

見 学

・ 自 作 のL∩gicTrainerを 見 た あ と
,計 算 機 室 に 行 きCIIIO,070(パ

ッ チ でFORTRAMVやMETASYMBOLを 使 う),IBM.1】30(TSSで

使 う と の こ と)な ど を 見 た 。 小 型 の 計 算 機 は 数 多 く お か れ て い た 。

墜

F3.1

F3.2

EcoleSupierieuresdlElectricit6

Langagesymboliqued'enseignementLSE15,manueld!uti--
lisation,CII,lg72.

ProgrammedeLtenseignement,EcoleSup-erieuredtEle-
ctricit6,1976-1977.
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F4

フ フ ン ス

lO-29-(金)

10:00～15:00

InstitutdeRecherched'Informatiqueet

ノ
dAutomatique

(IRIA)

IRIA(DomainedeVnluceau,Rncquencourt78150LeChe-

snay)を 訪 問,各 部 門 の 人 々 と 懇 談 す る 。IRIAはParisの 西 方 約25km

の 丘 陵 地 帯 の 静 か な 町ROcquenc∩urtに あ る 。 旧 米 軍 施 設 を 利 用 し た も の で,

建 物 は 粗 末 な 木 造 ペ ン キ 塗 り の 平 屋 で あ る が 内 部 の 研 究 。 教 育 設 施 は 良 く整 備

さ れ て お り,構 内 に は 広 々 と 芝 生 が 拡 が り,背 後 は 美 し い 森 に 囲 ま れ,研 究 ・

教 育 に は ふ さ わ し い 環 境 で あ るoIRIAは 産 業 研 究 者(MinistryofIndu二

stryandResearch)の 下 に 設 け ら れ た 組 織 で あ っ て,informatiqueと

autamatiqueの 分 野 に お け る 研 究 活 動 を 行 な う ほ か,こ の 分 野 に お け る 最 新

の 研 究 情 報 の 収 集 ・伝 達,pi1・tprojectの 推 進 な ら び に 継 続 教 育 機 関 と し て

の 機 能 を 持 っ て い る の が 特 色 で あ る 。 た と え て 言 え ば 我 が 国 の 電 総 研 の 一 部 と,

情 報 処 理 開 発 協 会,情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー を 合 わ せ た よ う な 機 構 と言 え よ う。

、R、Aに つい ては既 噛 査報告が あるので参 照 され々 ⇔ 当研究所調 に

際 し ては,IFIFのW.G.2.1に お け る活 動 で我 が国 に も名 を知 られ てい る

S.A。Schuman氏 の精 密 なarrangementに よb,き わめて能 率 的 に多数 の人

人 と話 合 っ て情 報 を得 る こ とが で きた。 特 に記 して謝 意 を表 す 次 第 で あ るo

*)ヨ ー ロ ッパ に お け る情 報 処理 教 育 等 の実 態調 査 報 告 書(昭 和50年3月)

情 報 処 理 研 修 セ ンタ ー

IFIPコ ン ピュータ 教 育 世 界会 議toよ び欧 州 にお け る』 ン ピュ一夕教育状

況 調 査報 告 書(昭 和45年)情 報処 理 開発 セ ンタ ー
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IRIAの 概 要 ノ
・ ま ずJ .P.AyrauH氏(ChargedeMissi∩npnurlesRelatinns

ScientifiquesInternati∩nales)か らIRIAの 全 般 に つ い て の 説 明

を 受 け る(F4..14)o

IRIAは 前 述 の 通 り 産 業 研 究 省 の 管 理 下 に あb,特 に 同 省 のDirectinn

ノ ノ ノ ト
GeneraledelIndustrieの 下 のDirectinndesIndustriesElec－

ロ ノ ノ ノ ノ ノ
troniquesetdelInfnrmatique,な ら び にDelegati∩nGenerale

51aRechercheScientifiqueetTechniqueと 結 び つ い て い る 。

所 員 は お よ そ350名,77年 度 予 算 額 は80MillinnFで あ る 。 予 算 の

約40%は 共 同 研 究 の た め に 所 外 に 配 分 さ れ る 。

研 究 所 はSESORI(SErvicedeSynthぷeetd'Orientati∩nde

laRechercheenInf∩rmatique),LABORIA(LABOratoire

deRechercheenInf∩rmatiqueetAutnmatique)
,SEFI

(SErviceFnrmatinn-lnformation)な ら び にS.T.1.'(Service

TechniqueInfnrmatique)の4部 門 と 併 設 の 教 育 機 関CEPIA(Cen-

t・ ・d'Et・d・ ・P・a・ique・d'1。f・,m。tiq。eetd'A。t。m。ti,。 。)

か ら 構 成 さ れ,他 に 管 理 部 門 と 計 算 セ ン タ ー が あ る 。 そ れ ぞ れ の 部 門 に 対 し

て 所 外 の メ ン バ ー を 加 え た 諮 問 委 員 会 が 設 置 さ れ て 運 営 に 参 与 し て い る 。

ノ
SESORIの 役 割 はCCRIA(C・miteCnnsultatifdelaRecherche

enInformatiqueetAutomatique)の 決 定 を 執 行 す る こ と
,研 究 費

の 配 分 な い し 委 託 研 究 の 契 約,ltら び にpil∩tpr∩jectの 推 進 で あ る 。 近

年 手 が け たpilotprojectは 次 の 通bで あ るo

oCYCLADES(フ ラ ン ス 国 内 の ネ ッ ト ワ ー ク)… … 終 了(F4参 照)

oSFER(教 育 研 究 用 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発)終 了 詳 細 は 後 述
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oDistributedDataBase

oSPARTACUS(ロ ボ ッ ト)

oReliabilitynfC∩mputerSystem(s∩ftwareandhardware)

・LABORIAに は お よ そ100入 の 研 究 者 が 所 属 し
,hardware,automa-

ticcontrol,numericalanalysi$compiling,graphics,theoreti-

calcomputerscience等 の 分 野 に お い て 研 究 を 行 な っ て い るfF4.15

a,b,c,F4.16参 照)。LABORIAの 活 動 に つ い て は 後 に 改 め て 触 れ る 。ノ
・SEFIはCOCOFI(ComiteCnnsultatifpourlaFormation

ノ

etlInformatinn)の 助 言 ・指 導 の 下 で 知 識 の 普 及 と 教 育 の 事 業 を 行 な

う 。SEFIに は 以 下 の 各 部 門 が あ る 。

oド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 産 業 研 究 者 の 中 に あ るBNIST(Bur-一ノ
eauNationalpourlInfnrmationScientifiqueetTechnique)

か ら も委 託 を 受 け て 情 報 科 学 の 分 野 で の 文 献 セ ン タ ー の 役 割 を 果 し て い る。

o出 版 部 論 文 ・報 告 書 等 を 出 版,文 献 の 配 布 先 の メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 業

務 も 行 な う。

ノ ノ
oC。1.C.1.(CenterdInfnrmationsurlesCarrieresliees

ノ

alInformatique)Informatiqueに 関 係 す る 職 業 と 教 育 に 関 す る 情

報 の 収 集 と 普 及 を 行 な う。

o教 育 後 に 述 べ る 情 報 学 校(ec・leinformatiquedel'IRIA)を 主

催 す る ほ か,奨 学 金 の 給 付,実 習 生 の 受 入 れ な ど も行 な う。

oSTI

informatiqueの 技 術 ・知 識 を さ ま ざ ま な 分 野 に 応 用 す る た め に 必 要 な

援 助 ・ 助 言 を 行 な う。 ハ ー ド ウ ェ ア ・ ソ フ ト ウ ェ ア の 検 定 ・評 価,標 準 化

な ど の 業 務 も 行 な う 。
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CEPIA

・A .J.DeNaurnis氏(DirecteurdesAffairesetRelations

ノ

Exterieures)な ら び にJ∩urniac嬢(AnalysisC∩urses担 当)か ら

CEPIAの 活 動 に つ い て 説 明 を 受 け た(F4.]a,b参 照)。

・CEPIAは そ の 名 の 示 す 如 く
,Data処 理 な ら びVaAutnmatinnに 関 す

る 実 践 的 な 教 育 を 行 な う た め の セ ン タ ー で あ る 。]968年1月 に 設 立 が 決

定 さ れ,同 年9月 に 開 校 し た 。1975年12月 迄 に11,000入 が 受 講 し て

い る 。 こ れ は 延 約1,000,000人 時 に 相 当 す る 。

・ 教 育 は 約400人 の 非 専 属 教 師 と27人 の 専 任 職 員 に よ
っ て 行 な わ れ る 。 専

任 職 員 の 内 訳 は10人 がanimateur(教 師 の 人 選,コ ー ス の 設 定 等 を 担 当),

]7人 が 管 理 業 務 担 当 者 で あ る 。

・ 約40の 外 国(東 欧
,北 ア フ リ カ(仏 語 通 用 地 域),南 米,近 東 等)か ら

も 生 徒 を 受 入 れ て い る 。 授 業 は 仏 語 で 行 な わ れ る 。

・ 雇 傭 者 ま た は 所 属 機 関 か ら 推 薦 さ れ た 者 な ら ば 誰 で も 入 学 で き るo選 抜 は

行 な っ て い な い(も ち ろ ん 推 薦 す る 側 で は し て い る か も し れ な い)。 な お 特

に 政 府 機 関 の 委 嘱 に よ り 失 業 者 の 再 教 育 を 行 な う と と も す る 。 そ の 場 合 は 授

業 料 を 半 額 に し て い る 。

・ 卒 業 者 に 対 し て は 評 価 付 き の 卒 業 証 明 書 を 交 付 す る 。 な おE6コ ー ス は

IFIPな ら び にIBIに よ っ て 後 援 さ れ て お り,最 終 試 験 合 格 者 はIFIP

diplomaを.与 え ら れ る 。

・]976年 中 に 計 画 さ れ た コ ー ス は 表F4 .1の 通 り で あ る 。 なto,こ れ ら

の 他 に フ ラ ン ス 内 外 の 公 的 機 関,私 企 業 等 の 要 求 に 応 じ て 計 画 さ れ る{On

request'trainingの コ ー ス も 開 設 さ れ る こ と が あ る 。

・ コ ー ス 中 でcasestudyを 行 な う 場 合 も あ る(た と え ばF5)。 こ れ は
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教 師 が テ ー マ を 用 意 し3～4人 の グ ル ー プ で 行 な う。

・ 特 長 あ る コ ー ス と し て は デ ー タ 処 理 セ ン タ ー の 運 営 に 関 す る コ ー ス(CTI

6等)が あ け ら れ よ うo

・ 各 コ ー ス の 時 間 数
,料 金 は3日21時 間850F～12週420時 間12,000

Fに わ た るE.6,,E.7に 例 外 で あ るo

ProjectSFER

・Terrine氏 か らSESORIのprnjectの1つ で あ るSFER(Software

Fundamentalpnurl`EnseignementetlaRecherche)の 活 動 と

成 果 に 関 す る 説 明 を 受 け た 。 こ のpr∩jectは3年 ほ ど 前(1974年]月)

に 開 始 さ れ た 。 フ ラ ン ス 製 の 計 算 機(CII10070,CIIIRIS80,XDS

Σ6,Σ7)の た め にC・mputerScienceの 教 育,研 究 に 適 し た ソ フ ト

ウ ェ ア を 開 発 す る 目 的 で 発 足 し た も の で あ る(F4.14pplO～11,F

4.2)。

・OSに 関 し て はCIIのSIRIS7,SIRIS8に 対 す る 性 能 評 価 を 行 な っ

たoこ れ は ソ フ ト ウ ェ ア に よ るevaluator(built-inprobeに よ っ て 統

計 を と るanalyzer)SIRISEVALを 用 い て 行 な っ た も の で あ る 。

・ 教 育 用virtualmachineの 開 発:NIVI～5が 作 られ たoNIV1は ア

キ ュ ミ ュ レ ー タ1個 と 若 干 の メ モ リ,カ ー ド リ ー ダ と プ リ ン タ か ら 成 る も

っ と も 簡 単 な も の で,NIV5は Σ7に 近 い ア ー キ テ ク チ ャ ア の も の で あ る 。

い ず れ もCIIのOS,SIRIS7,SIRIS8で 使 用 で き るo

ltk'virtualmachinegeneratorと し てGEMAUが 作 成 さ れ た 。

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 と そ の 処 理 系 と し て は 下 記 の も の を 開 発 し たo

oSIMONEPA'SCALを 拡 張 し て パ ラ レ リ ズ ム の ア ル ゴ リ ズ ム の

記 述 を 許 し た も の で,教 育 用 に 開 発 し た 。
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o

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

ホ
SIMULAと れ はALGOL60を 拡 張 し た 般 用 言 語 で あ る が,CII

の 作 っ た イ ン タ プ リタ を 改 良 し て10借 位 速 く し た 。

LISシ ス テ ム 記 述 言 語(F4.5～8)

ALGOL68コ ン パ イ ラ あ と6ケ 月 位 で 完 成 の 見込 み 。

SERA教 育 用ALGOL68subset

ALGOLW

LISPコ ン パ イ ラ

PASCAL*(F4.3)

PASCAL・-TS*対 話 型PASCAL

*

PLl

PL1-TS

PREPLl

PROLOG

PL/]コ ン パ イ ラ(CII製 作)の 改 良

conversationalPL/1(F4.4)

PI」/1pre-pr∩cess∩r(macr∩generator)

人 工 知 能 研 究 向,特 にprnp・sitianalcalculus

の た め の も のo

・ 前 記 の も の の う ち ・ 印 の 仕 事 はIRIAの ス タ ッ フ7名 と 外 部 の 人 々 か ら

な る]0の チ ー ム で 行 な っ た 。 ～二の3～4年 間 の 投 資 額 は6,600,000F

($1,300,000)に 達 す る が,成 果 が 広 く利 用 さ れ て い る と は 言 え ず,そ

の 意 味 で は こ のpr∩jectのcnstperf・rmanceは 必 ず し も よ い と は 言 え

な い と の こ と で あ っ たo

LABORIAの 活 動

LABORIAに お け る 研 究 活 動 に つ い て は 発 表 さ れ た 論 文 の リ ス ト(F4.16,

F415a,b,c)か ら う か が い 知 る こ と が で き る カ1,我 々 は 当 日Lemaire

氏 か らGraphicsの グ ル ー プ に つ い て,Lorh∩ 氏 か らLanguageの グ ル ー プ

に つ い て,Babonneau氏 か ら はadaptation∩fprogramtnphysical
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environmentに つ い て,ま たLanciaux氏 か ら はSystemの グ ル ー プ に つ

い て,そ れ ぞ れ 最 近 の 研 究 に 関 す る 説 明 を き い た 。

・Graphicsの グ ル ー プ に お い て はCIIIRIS80をhostcomputer,

同Mitra】5をSatellitecnmputerと し て 用 い るGraphicInteractive

Programming.System(GIPSY.)を 開 発 し て い る 。

3次 元 の 物 体 の 記 述 と 表 示 の た め に 既 存 の 言 語 を 拡 張 し て 図 形 処 理 機 能

を 持 た せ る こ と 。

man-machine対 話 の 記 述 。LIS(commandlanguageinterPre-

ter)に よ るo

一 そ の 他 現 在 進 行 中 の 研 究 は 図 形 入 出 力 に 際 し て のdeviceindepende-

nceの 問 題,graphicnetwnrk,man-machineの 対 話,CADな ど

で あ るo

・Languageの グ ル ー プ

(1)Syntax・BNFか らparserを 作b出 す 。

(2)Semantics-Knuthのattributegrammerに も と つ く,tD肌TA"

が5大 学 で 教 育 用 に 用 い ら れ て い る 。

(3)Syntax十Semantics十Datastructure

(4)コ ン パ イ ラ の 正 当 性 の 証 明

・Systemの グ ル ー プ(F4.9～F4.12)

(1)type,domain,descripteurの 概 念 の 導 入 に よ るprogramのprotec-

tion,errnrの 処 理 に 関 す る 研 究 。

(2)programを1ink-editの 段 階 で 自 動 的 にphysicalenvironment

に 適 合 さ せ る 手 法 に 関 す る 研 究 。
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ノ
EcoleInformatique

ノ

・IRIAの も つ も う 一 つ の 教 育 機 関 のEcoleInformatiqueに つ い て は
,

ノ ノ

外 国 入 係(relations.exterieures)のBricheteau女 史,Ecoleの 担 当

者NeelDanie'le女 史 とAmirchaqyMichanek嬢 か ら 説 明 を 受 け た 。

・ こ の 学 校 は 組 織 的 に はSEFIに 属 し
,そ の 目 的 は

i)す で にcomputerscienceの 分 野 で 高 いdegreeを 所 有 し て い る が,こ

れ か ら 改 め て 特 定 の 分 野 を 深 く研 究 し よ う と す る 人 に 対 す る 教 育 。

め 産 業 界 で 働 い て い る 人 々 に 対 す る 再 教 育 。

iii)基 礎 研 究 をencourageし,か つ 新 し い 研 究 成 果 を 拡 め る こ と。

で あ るo'

・ 年 間20年 の コ ー ス を 開 設 す る 。 各 コ ー ス は 多 く て5日 間,]日6時 間 が

標 準 で,演 習 は 含 ま な い 。 一 つ の ク ラ ス は15人 位 ま で と す る 。 参 加 費 は]

日 あ た り200Fの 程 度 で あ る(表F4.2,資 料F4.17)。

・ 講 師 は 所 の 内 ・外 か ら 招 く
,専 任 者 は2名 の み で あ る 。

・ コ ー ス の 例

ArchitectureofMachine

PatternRecognition

Network

DataStructure

StructuredProgramming

等

変 っ た も の と し て はinformatiqueと 作 曲,informatiqueと 医 学 と い

う よ う な も の も あ る(表F4.2)。
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CEP工A 工R工A 表F4-1

丁工ME-SCHEDUI、EOF工NTER-・F工RMTRA工N工NG工Nl976

エn七r。duc七i。nt。generalとndspecialized'data

proeessing

1

3

1
一

工

工

H

P4

P10
P12

P15

VocatiOnalTrainingforExecu七ives

VocationalTrainingforSupervisoryS七aff

General工ntroduc七i◎ntoDa七aProcessingand

BusinessDa七aProcessing

Mini-sys七ems

Au七 〇ma七icDocu阻en七a七ion'

ComputerNetwork8 .

Da七aBases

5days-35hours

5days-'35hours

12days-Sgh。urs

5days-35hourS

5days-.35 .hPurs

3days-21hours'

5.days'一.35hours

ANALYS工S

F5

P2

P5
P19

C5

BasicT㌘ain工ngforManagementEDP

Analys七S

WarnierPrqgrartmingLogic

Da℃aProcessingAnalysisMethods

3・A.G.E.Da七aProcessingOP七ion"

Pre-traintngtorAnalystsbyCorrespondenee

(reservedf。rpublic。fficeapPligan七s)

.■工weeks-385

hours

■OdaY.s-'70hours

3鵬ek8:一,■05hours

5days-35hours・

12weeks

(12exercisebooks)

..CT工nOPERAT工ON

CT工1

CT工3

CT工4

CT工6

Jobprepara七 〇r8

0rganiza七ionofworkinadataacquisi七ion

workshop

OperatingProgra㎜erstraining

TrainingofHeadsofOperationandManagers

ofEDPCen七ers

MANAGEMENTOFDATAPROCESS工NGANDDATASYSTEMS

5days-35hours'

5days→35hours.

11・weeks●-385hour

5weeks-175hours
in2peri6ds

1

1

'O

T
－
P

P

P8

P16

P17

"Brainstormlng"forManagers

,tCorresponden℃s"FurtherTrainingPrograrn

COn七r。]:・ofDataProcessingandAut。mated

Manag'ernent

PedagogyofTrainユnginDataProcessing

Tec㎞iques,・..

Socialand
.Hu皿anProblemsDa七aPpocessユ 氾gE

nt尋ils

S.A.G.E.DecisionOption

3days-21hours

3.days-21hourε …t
t玉Ddavs'-70hours

■Odays-70houvs

.5days-35、hours
、、

.5days-35. .hours

AUTOMATION

Al工ntroductien'七 〇Automa七ion・

AsTraininginAutomation

SPEC工ALTRA工N工NGPROGRAMS ,(工NTERNA「P工ONAL)

ノ
◎

7

E

E

TrainingofBusinessEDPexperts

FrenchP工 ■otAchi「evernents

5days-、'35hours.

5weekS-175h◎urs

6mon七hs-860hoUr

3months-420hour,

一122一



表F4-2

EcoledlIR工A

recherche

Architecturedesma(汕1esetsysttrnesinfo㎜tiques

Mbd61isationet6valuationdesystemesinforma七iques

M6thoctesd・ordonnancementdessyst～ 罰esinfomatiques

etleumco㎎)1exit6

1ac㎝ceptiondesrtSseaux96n6rauxd,oldinateurs

Lapro9㎜ti㎝graphiqueinteractive

Pr℃gr白 頂nati◎nstructur6e

Aユ9pr'ithrnesa]9巴briqve8etleur'c◎ ㎎pleXtt6

Nbuveauxd6veloppement8en聰tiet'edeba8ede

d◎m6eslA
nalysesyntaxique1:工nt】PζXユucti◎n

(au。 。ursAnalyse靭n培dque2)'・

Anaユysesyn七a)dque2:工trrplenentationd飯 山seurs

dgtetrntnistesmethodesett㏄ ㎞iquesdeぷsat1㎝

Les8tructuresded。m6esetleur'r{presenta七i㎝

㎝ 血)ire『 『.

CCMI)ilati◎nl

Jeuxdiff(∋1、 ∋前iels

Co叩i]ation2

De、虐1qppements】 「壱centsenエ 、∋c(軸ssancedes'

f「ormese七enanalyseded鋤6es

Sys七dnEs血eatressur・1esameauxetapP]ユcations

auxsystCttrM∋slin6airesavecd6■ais

pluridisciplinarite

du16au20P6vエrier

du8au10"ltars

lesllet12)ears

dul5au17Maus

du22au26Mars

les31Mars,7,1U,21,28,

Avr'i=L,5,ユ2,19,26,Mai,

2Juin

du5au7Avr't.1

du5a七7Mai

du5au7.Mai

du10atlnMai

du17au2=LMa1

du31Maiau4Juin

du9aullJuin
dul4au18Juin
du1;au80ctobr'e

du18au200ct6bre

1000F
600F

ltOOF

600F
1000F

1000F

600F

600F.

600F

1000F

.1000F

1000F
600F

1000F
1000F

600F

.

・ApPユ ユeati◎nde1・infomatiqueausysternede

dom6esd'ur・eorgnlisa七ion

L.analysedelalangUe

6criteetpar16eetsesapPUcati◎n8

Mr'aユte㎜t'auしomatiquede8dann6es

工nteracti㎝hα 口ne■maChineettravailhumain

L,infomatiqueet1'autcmiatiqueappユ1qu6esaudr◎it

e七alaJusttce -

Inf◎rmationscientiflqueetrtsseauxd,ordinateurs

工nformatiqueet郁i◎logle

Linguestiqueau由 ◎matique-sesdlff工cult6s-ses

v◎ies
.nouvelles-ses醐sa七ions

op6ratiannelles

AteUer'dlanaユy合ededonn6es

Infcmratiquee七eCrrpositionrrnasioaユe

工hf◎matlque,akrt(matiqueetprocedelndustriel

Inf:(m!atiqueetnridecine『 』

du23au27Fevr'ier

du12au=L6Avr'i.1

du21au23Av苫 吐1

du26au28Avril

du4au7触.

dulOau12hal

du17au21魁

dullau150ctobre

1es26et270ctdbre,

1es3,10,16et

17Nbve市bre

du15au19Nrove肋b】 陀

du2224Nove耐bre

6,7Avr'i1-8,9Juin-

5,6,0ctob】re-9,10Nc)vembn∋

7,8,D6cen宜)re

1000F

1000F

600F

600F

800F

600F

1000F

ou200F

par・joumbe

1000F

1200F

1000F
600F

400F

par'sessi㎝
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F4

F4.la

F4.lb

F4.

F4.

F4.

F4.

2

3

4

ビ
フ

F4.6

F4.7

F㎏.8

F叫.9

F4.10

F4.11

F4.12

F叫.13

F㎏.14

F㎏'.15a

F4.15b

F4.15c
.

F4.16

F4.17

F4.18

F4.19

工R工AF4.1～F4.19

76Progra㎜esetCalendrier,Centrepriv6d,Etudes?ratiques

d,Informatiqueetd,Automatique.

77PrograrnrnesetCalendrier,Centrepriv6d,EtudesPratiques

d,工nformatiqueetdtAu七 〇matique.

CataloguedeProduitsSFER,Avril1976,SESOR工IR工A.

SFERPASCAL,Septernbre1975,SESOR工IR工A.

SPER/PL=L,Fevrier1975,SESOR工 工R工A.

TheSystemImplementationLanguageL工SAn工ntroduc七ion,Juin

1976,SESOR工 工R工A.

工ntroductionTrさsInformelfieAuLangageL工S,Juin1976,

SESOR工IRIA.

RecueildePr。gra㎜e8LIS,Juin1976,SESOR工 工RIA.

ManueldtU七ilisationduCompilateurL工SsousSIR工S8,Juin

1976gSESORI工RIA..

濡 離 二認 識 、:;::蹴:i。:・,:=:d:'無:。::u:…,
Septernbre1974,LABOR工A工R工A.

8i。E::eEs。9・当 芸::二:nD鵠;:。:。 貴:,;:。:「き:t=。 蕊 。・・73,
Juin1976,LABORIA工R=[A.

1:綴:↓:・ 蘇 蜜 ・,:蒜tき2:R:;麟:.濃:eA:鵠!εlu「e
LABOR工A工RIA.

F.Paunescu:GestiondelaM6moireVirtuelledansuneArchtte-

ctureaDescripteurs,NotedeTravai1SYST/A/006,Juin1976,

工RIA.

S.A.Schumaned.:NewDirectionsinAlgorithmieLanguages,1975,

Preparedfor工F工PWorkingGroup2.10nALGOL,工R工A.

RapportduCQnseild,AdrninistrationAnn6e1975,工R工A.

RapportsLaboriaparusen1973,LABOR工A工R工A.

RapportsLaboriaparusen197」 」,LABOR工AIR工A.

RapportsLaboriaparusen=L975,LABOR工A工R工A.

Cata=Logued、esPublicationsde1,IR工A,SEFI工RIA.

Ec。1e工nformatiquede1,工RIA,Progra㎜edesCours1976,SEF工 工R工A.

SYCI、ADES.

BulletindeLiaisondelaRechercheen工nformatiqueetAutornatique

no29,0ctobre1976・
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総括 および提言





総 括

欧 州 各 国 と も古 い伝 統 の上 に新 し い情 報 処 理 の教育 体 系 を確 立 す べ く絶 大 な

努 力 を傾 け てお り,各 国 の各 大 学 ・研 究 所 と もそ れ ぞれ 独 自の道 を歩 ん で い る。

1.シ ス テ ム ・エ ンジ ニアk・ よび シ ニア ・プ ログ ラマの教育 に つ い ては,英 国

と フ ランス に参 考 にす ぺ き もの が あ っ た が,又 我 国 の情報 処 理 研 修 セ ンタ ー

に も強 い 関 心 が寄 せ られ た。

一 英 国 で はNCC(国 立 計 算 セ ンタ ー)が こ の 種 の 教 育 の 中 心 で あ る が

(U],U6参 照),学 校 と職場 をサ ン ドイ ッチ方式 に す る ポ リテ ク ニ

ックの 方 向 が 印象 的 で あ る(U5)。 パ リ第6大 学 は大 規 模 か つ 融 通 の

き く制 度 を持 っ て職 業 人 の再 教 育 を行 なっ てい る。

2.大 学e,CfO'け る情報 処 理教 育 につ い ては 各大 学 そ れ ぞ れが 多 様 な方 向 を打 ち

出 して い る。 高 度 な専 門教 育 は充 実 し た設 備 と内容 を持 っ てお り我 国 よ り進

ん で い る と ころ も多 い。

一 専 門教 育 は ソフ トウェ ア と数 学 的 理 論 に傾 き勝 ちで あ り(U2,U3,

D],N1),現 実 問 題 に強 い 実 際 家 をい か に養成 してい くか が悩 み と

なっ て い る。一 般 分 野 の学 生 の教 育 で は ビデ オ教 材 な どを気軽 に活 用 し

て 多人 数 を こな し,情 報 科 学 の本 質 を伝 え るべ く努 力 して い る(u2,

U3)。

3.高 等 専 門学 校 や工業 高 校 に つ い て は,欧 州 と我 国 とでそ の制 度 が著 し く異

な るの で単 純 な 比較 は 困難 で あ るが,1.で 述 べ た英 国 の ポ リテ ク ニ ック とフ

ランス の エ コー ル が参考 に な ろ うo

一 い った ん職 に つい た 者 の 復帰 ,上 級 へ の進 学 な どの道 が開かれ,ま た,教

育 専 用 シス テ ム の統 一 と開 発 が行 なわれ てい る(U5,F3)。
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提 言

よい教 育 には た ゆ ま ぬ改善 の努 力 と よら 研 究 が必 要 で ある。

1.シ ステ ム ・エ ン ジニ ア等 の教 育 に つ い て は,そ のた め の制 度 と教 育 内容 を

改 善 す べ きで あ ろ うo

一 大 学 に お け る学 士 ・修士 ・博士 と対 応 す る よ うな制 度 と内容 を確 立 し ,

相 当 の単 位 を数 年間 に わ た っ て も取 得 す れ ば適 当 な資格 を得 て大 学 の修

士 あ る い は博 士 コ ースへ 進 学 もで き る よ うな道 を ひ ら くべ きで ある。 そ

の た め に は総 花 的講 習 で は な く,単 位 数 の 明 確 に規 定 され た カ リキ ュ ラ

ムを組 み成 績 評 価 を厳 正 に行 な うべ きで あ ろ う。

2.我 国大 学 の専 門学 科vatsけ る教 育用 設 備 は 貧 弱 で あ り,早 急 に改善 す べ き

で あ る。 内容 的 に は現 実的 問 題 の本 質 に迫 る力 を持 つ実 際 家 を養 成 す る こ と

に 努 力 す べ きで ある。

一 欧州 の進 ん だ大 学(U2 ,U3,U6,U7,D1,Nl,F2)で は

時分 割方 式(TSS)に よる対 話 型 利 用 が 盛 ん で あ る。 ハ ー ドウェア教

育 に お い て マ イ ク ロ コン ピ ュータ の利 用 な ど内 容 お よび予 算 措 置 の 面 で

早 急 に解 決 す べ き こ とが 多 い。 一 般 分 野 の 学 生 へ の教 育 につ い て も,と

くに私 立 大 学 や 地 方 国立 大 学 へ の援 助 を強 化 す べ きで あ る。

3.高 専 や 工 業高 校 にお け る情 報 処 理 教 育 につ い て は,枝 葉 の技 術 に走 らず本

質 的原 理 的 事 項 を教 え る よ うに注 意 しつつ,教 員 の再教 育,統 一 シ ス テ ムの

開 発 に よ る投 資効 率 の 向上,卒 業 後 の上 級 学 校 へ の進学 な どを検 討 す ぺ き で

あ るo
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こ の報 告書 は,日 本 自転 車振 興 会 の機 械 工 業 振 興

資金 に よ る補 助 金 の交 付 を受 け て実施 した 「昭和51

年 度 情 報 処 理 教 育 に関 す る調 査研 究 等 補助 事 業 」 の

一 環 と して作 成 した もの です 。

禁 無 断 転 載

日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町2丁 目4番]号

(世 界 貿易 セ ンタ ー ビル7階)

03(435)651](代)
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